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火口見学再開



千
代
の
屋

村
上
秀
典

国
道
二
百
十
二
号
線
は
大
分
県

中
津
市
と
熊
本
県
阿
蘇
市
を
結
ぶ

幹
線
道
路
だ
。
こ
の
道
を
走
ら
せ

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
内
牧
あ
た
り

の
田
園
風
景
の
な
か
、
ひ
と
き
わ

目
立
つ
建
物
に
目
を
留
め
る
。レ
ス

ト
ラ
ン
？
体
育
館
？
い
っ
た
い
何

だ
ろ
う
。　

答
は
、
酒
屋
で
あ
る
。

屋
号
は
、
千
代
の
屋
。
店
内
に
踏
み

こ
む
と
、ず
ら
り
と
銘
酒
が
並
ぶ
。

し
か
も
明
る
い
。
酒
屋
と
い
う
よ
り

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
気
配
が
漂
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
村
上
秀
典
さ
ん
の

求
め
た
ス
タ
イ
ル
だ
。
全
国
の
地
酒

を
足
で
歩
い
て
集
め
て
き
て
、「
い
い

意
味
で
の
高
級
志
向
を
考
え
ま

し
た
」。　

阿
蘇
青
年
会
議
所
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
過
去
に
理
事
長

も
務
め
る
な
ど
中
心
と
な
っ
て

活
動
を
展
開
し
て
き
た
か
ら
、
地
域

へ
の
愛
情
は
深
い
。
二
〇
一
六
年

四
月
の
地
震
で
、
店
の
酒
瓶
の

九
割
が
粉
々
に
な
っ
た
。「
被
害
は

自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
だ
か
ら
と

極
力
平
静
に・・・・・・
」復
活
を
目
指

し
た
。　

そ
う
し
た
な
か
、
か
つ
て

五
年
ほ
ど
住
み
込
み
で
教
わ
っ
た

蔵
元
の
恩
師（
山
口
県
）が
大
量

の
物
資
を
み
ず
か
ら
運
転
す
る

車
で
運
ん
で
く
れ
た
。
感
謝
し
て

も
し
尽
く
せ
な
か
っ
た
。
膨
大
な

物
資
を
て
き
ぱ
き
振
り
分
け
て

い
っ
た
の
も
や
は
り
青
年
会
議
所

の
活
動
で
あ
る
。
店
の
復
活
は

早
か
っ
た
。
呑
ん
べ
え
の
客
た
ち

が
待
ち
切
れ
ず
手
伝
っ
た
の
だ
。

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
芸
予
諸
島

の
ひ
と
つ
伯
方
島
に
生
ま
れ
育
っ

た
。
潮
風
が
子
守
唄
だ
っ
た
松
本

久
義
さ
ん
が
、
青
年
と
な
り
山
と

草
原
の
ま
ち
に
暮
ら
す
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
縁
と
は
異
な

も
の
だ
。
結
び
つ
け
た
の
は「
ス

ポ
ー
ツ
」で
あ
る
。　

高
校
の
こ
ろ

か
ら
、「
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
て
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
の
裏
方
の
仕
事
が
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」。
そ
の
ア
メ

リ
カ
行
き
は
実
ら
な
か
っ
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ
の

こ
こ
ろ
ざ
し
は
深
く
な
っ
た
。
大
分

県
の
大
学
に
進
み
、
そ
こ
で
出

会
い
が
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本

を
行
き
来
す
る
吉
野
貴
彦
氏
だ
。

氏
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
指
南
を
受
け
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

考
え
を
学
ん
だ
。　

卒
業
後
、

い
っ
た
ん
故
郷
に
戻
る
も
阿
蘇

に
吉
野
氏
の
関
わ
る
サ
ッ
カ
ー
場

が
で
き
た
こ
と
を
契
機
に
、
こ
の

地
を
活
動
の
拠
点
に
と
決
断
。

現
在
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ「
火
の
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
欠
か
せ
ぬ

存
在
だ
。　

熊
本
地
震
後
は
避

難
所
を
回
り
、エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
対
策
の
体
操
を
指
導

し
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
人
生
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

が
い
か
に
有
意
義
か
を
実
感
し

て
も
ら
う
、い
わ
ば
伝
道
師
。
も

は
や
火
の
山
そ
の
も
の
の
熱
血

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。

あるがまま、という貴さ。

人と自然が共作する阿蘇。

然についてのお問い合わせは、
阿蘇市「草・観・然」活性化事業推進会議事務局（阿蘇市観光課） 

TEL. 0967-22-3174 ／ FAX. 0967-22-4566

aso-zen.com

酒
を
愛
す
る

人
た
ち
の
、
豊
か
な

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
。

阿蘇の自然を舞台にした人びとの営みこそ大きな力を持っている、という考えで2013年秋にスタートした「然」。活動の広報と
して、お一人お一人のポスターを制作しています。
「然の人びと」は現在も取材進行中です。輝いている阿蘇人をどしどしご紹介ください。自薦他薦を問いません。

※ 掲載された内容は取材時のものです。

●

●

火
の
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

松
本
久
義

人
生
に
と
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
が
い
か
に

素
晴
ら
し
い
か
。

人の力を
信じる。
阿蘇の誇りと実りのブランド
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今 月 号 の 表 紙
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草千里は長年にわたり牛馬
の放牧で草原が維持されて
きました。しかし、観光客を
媒介とした口蹄疫を防ぐた
め平成２２年から牛の放牧
を中止しており、原野の荒廃
が心配されていました。この
ため、３年前に約半世紀ぶり
の野焼きを再開。３月３日
は、地元の牧野組合やボラン
ティアら約１００名が参加
し、山林に火が移らないよう
風向きに注意しながら草千
里一帯の枯草を焼きました。

平成 30 年 4 月号
public relations magazine No.159

今月の主な内容・CONTENTS

●住民票の写し等の請求には本人確認書類を忘れずに！
●住民異動届の手続きは余裕を持って！
●必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も
●使用済みインクカートリッジを回収しています
●熊本県女性総合相談室が移転し名称が変わります
●ミツバチに対する農薬危害防止について
●ラグビーワールドカップ２０１９チケット先行販売中！
●危険物取扱者試験案内
●熊本地震で被災された方へ「こころの健康相談」のご案内
●ロアッソ熊本『熊本地震復興支援マッチ』にご招待
●内牧温泉の開湯１２０周年を祈願
●国道 57 号北側復旧ルート二重峠トンネル工事進捗状況

市役所からのお知らせ

●被災者生活再建支援金（基礎支援金）の申請期間を延長します [P25]
●高齢者医療保険料率と軽減措置のお知らせ [P26]
●入院時食事療養費及び入院時生活療養費が一部改定されます [P27]
●合併処理浄化槽を設置する場合は補助金が交付されます[P28]
●「空き家バンク制度」を活用ください [P29]

く ら し の 情 報

30

図書館へ行こう！

くらしカレンダー＆お慶びご寄付

32

阿蘇医療センター通信 No.30

25

さわやかフレッシュマン 山本 琢
た く ま

磨さん

地産地消クッキング 青高菜漬けと豚肉のスープ

阿蘇フォト on Instagram

4

35

10

33

カルデラ暮らし vol.16

12

かわうち つばさ／一の宮小学校・6 年

夢を追いかける青少年の声を届けます ―
ch

as
e 

a 
dr

ea
m

 N
o.

49
 　

Ts
ub

as
a 

Ka
w

au
ch

i

夢を追いかけて

川 内 翼

僕の夢は、小学校の先生です。理由は、子どもが好きだ
し、分かりやすく教える先生達を見て、すごいと思っ
たからです。また長距離走が好きなので、その楽しさ
を伝えたいからです。そのために、二つのことを努力
したいです。分かりやすく伝わりやすい言葉を使える
ように言葉の勉強を頑張ることと、子ども達のお手本
になるように周りのことを考えて動くことです。これ
から、自ら行動して、これまで学んできたことを生か
したいです。

23

34

まちの話題

九州・全国大会出場者紹介

市役所からのお知らせ

37

38

故郷で働く 今村 太
ふとし

さん40

くらしの情報

20

18

公用車を公売します ほか

36

41

特  集

火口見学再開
平成３０年度予算

平成３０年度施政方針

平成３０年度職員配置のお知らせ

人権作文 関
せ き や

屋 勇
ゆ う ご

吾さん

阿蘇サイクルツーリズム通信 vol.14

42



42018.4 広報あそ 

約３年半ぶりに規制解除

火
口
見
学
再
開

２
月
28
日
、阿
蘇
観
光
の
要
で
あ
る
阿
蘇

中
岳
第
１
火
口
へ
の
立
入
規
制
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
。

　

火
口
見
学
の
再
開
は
、平
成
26
年
８
月
30
日

に
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
２
へ
引
き
上
げ
ら
れ
、

火
口
半
径
１
㌔
圏
内
の
立
入
が
規
制
さ
れ
て
以

来
約
３
年
半
ぶ
り
。

　

待
ち
に
待
っ
た
規
制
解
除
の
当
日
は
、濃
霧

規
制
に
よ
り
終
日
火
口
見
学
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、火
口
見
学
再
開
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

周
辺
の
自
治
体
や
観
光
関
係
者
、多
く
の
観
光

客
な
ど
が
集
ま
り
喜
び
に
湧
き
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
に
は
、孤
立
型
微
動（
阿
蘇
山
特
有

の
火
山
性
地
震
）が
多
い
と
し
て
残
念
な
が
ら

火
口
見
学
が
自
主
規
制
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
れ

は
よ
り
安
全
に
火
口
見
学
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
の
も
の
。事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
万
全

の
態
勢
で
お
客
様
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
中
岳
第
１
火
口
は
、長
年
の
研
究
や
厳

重
な
監
視
に
よ
っ
て
噴
火
予
測
の
精
度
が
向
上

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、活
火
山
で
あ
る
以
上
油

断
は
禁
物
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、自
然
の
恵
み
と

人
々
の
暮
ら
し
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
火
口

と
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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H26.8.30 噴火警戒レベル 2に引き上げ
阿蘇中岳第１火口の半径 1km立入規制開始

H26.11.27 22 年ぶりにマグマ噴火
H27.9.14 噴火警戒レベル 3に引き上げ
H27.11.24 噴火警戒レベル 2に引き下げ
H28.10.8 36 年ぶりの爆発的噴火

火口周辺の転落防止柵やガス検知器等が破損
噴火警戒レベル 3に引き上げ

H28.12.20 噴火警戒レベル２に引き下げ
H29.2.7 噴火警戒レベル 1に引き下げ

火口周辺施設が復旧してないことから火口立入規制継続
H30.2.26 阿蘇火山防災会議協議会が規制解除を決定
H30.2.28 阿蘇中岳第１火口の立入規制を解除

火口見学再開

中岳火口立入規制から規制解除まで

1

2

3

4

１. 阿蘇中岳第 1 火口（H29.8 撮影）
２.�阿蘇中岳火口見学再開セレモニーでの
テープカット

３. 見学再開で喜びに湧く観光関係者
４. 火口を望む観光客
５. 火口見学の安全を祈願

5

WebTV アソ
動 画
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火
口
見
学
の
安
全
対
策

火口見学再開

予報
警報 レベル 火山活動の状況 火口周辺への立入規制内容と

発令基準 立入規制区域

噴
火
警
報

５ 避
　
難

居住地域に重大な被害を及ぼ
す噴火が発生、あるいは切迫
している状態にある 登

山
禁
止

爆発により災害が発生または発生す
る恐れがあるとき。

噴火によって影響が
認められる居住地域

４
避
難
準
備

居住地域に重大な被害を及ぼす
噴火が発生すると予想される

火
口
周
辺
警
報

３
入
山
規
制

居住地域の近くまで重大な影
響を及ぼす

２
次
規
制

噴火警戒レベル３が発表されたとき
火口から
概ね半径 4km 圏内

２
火
口
周
辺

規
　
　
制

火口周辺に影響を及ぼす
１
次
規
制

噴火警戒レベル２が発表されたとき

火口から
半径 1km 圏内

噴
火
予
報

１

活
火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意

火山活動は静穏。
火山活動の状態によって、火
口内で火山灰の噴出などが見
られる。

自
主
規
制

1.�濃霧により火口までの通行が危
険であるとき。
2.�有毒な二酸化硫黄を含む火山
ガスが人体に影響を及ぼす濃度
（5ppm）を超えたとき。
3.�火山活動状況に変化（火山性地
震の回数増加や地面の伸び）が見
られたとき。

規制なし　　　　　　　　火口見学が可能

阿蘇山の噴火警戒レベルと立入規制

火
口
見
学
の
条
件

　
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
火
口
を

間
近
で
望
む
こ
と
が
で
き
る
阿

蘇
中
岳
火
口
で
は
、観
光
客
が

安
心
し
て
見
学
で
き
る
よ
う
安

全
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

火
口
は
、噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

１
の
状
況
下
で
天
候
や
火
山
ガ

ス
の
濃
度
、火
口
周
辺
の
変
化

な
ど
、一
定
の
条
件
を
全
て
ク

リ
ア
し
た
場
合
の
み
見
学
が
可

能
で
す（
下
図
参
照
）。

　
見
学
中
で
も
ガ
ス
の
濃
度
が

上
昇
し
た
場
合
な
ど
は
、即
時

に
見
学
エ
リ
ア
を
制
限
し
、火

口
監
視
員
が
安
全
な
場
所
ま
で

避
難
誘
導
を
行
い
ま
す
。

厳
重
な
監
視
体
制

　

中
岳
火
口
周
辺
は
福
岡
管
区

気
象
台
や
京
都
大
学
火
山
セ
ン

タ
ー
に
よ
っ
て
24
時
間
体
制
で

監
視
さ
れ
お
り
、火
山
の
変
化
を

い
ち
早
く
捉
え
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、火
口
周
辺
に
異

常
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、即
時
に

厳
重
な
立
入
規
制
を
行
い
、噴
火

に
対
す
る
人
的
被
害
を
防
い
で

い
ま
す
。

火
口
周
辺
の
安
全
設
備

　
平
成
28
年
10
月
の
爆
発
的
噴

火
に
よ
っ
て
、火
口
周
辺
の
安

全
設
備
は
大
き
く
破
損
し
ま
し

た
。今
回
の
火
口
見
学
再
開
の

た
め
に
火
口
監
視
所
や
転
落
防

止
柵
、ガ
ス
警
報
装
置
、退
避
壕

な
ど
の
修
復
を
行
い
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

修復した転落防止柵
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火口見学再開

高
岳
・
中
岳
も
登
山
可
能
に

噴
火
時
の
対
応

　
市
や
消
防
、自
衛
隊
、日
赤
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
噴
火

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
毎
年

１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。万
が

一
噴
火
し
た
際
に
も
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
、火
口
監
視

員
は
救
助
活
動
や
避
難
誘
導
、

関
係
機
関
へ
の
伝
達
な
ど
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
安
全
対
策
へ

　

阿
蘇
中
岳
火
口
で
は
、平
成

10
年
の
火
山
ガ
ス
検
知
器
設
置

以
来
１
件
の
事
故
も
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
の
３
年
半

の
間
に
数
回
の
大
規
模
な
噴
火

が
起
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
１

人
の
け
が
人
も
出
し
て
い
な
い

こ
と
は
、専
門
機
関
や
防
災
機

関
の
連
携
の
成
果
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

阿
蘇
山
は
活
火
山
で
す
。各

地
で
火
山
事
故
が
増
え
つ
つ
あ

る
中
で
、引
き
続
き
見
学
者
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、今
後
も

安
心
し
て
火
口
見
学
が
継
続
で

き
る
よ
う
万
全
の
態
勢
で
臨
み

ま
す
。

高岳・中岳登山ルート

登
山
愛
好
者
に
朗
報

　
中
岳
火
口
周
辺
の
立
入
規
制

解
除
に
よ
っ
て
、高
岳・中
岳
の

登
山
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
阿
蘇
山
は
日
本
百
名
山
に
も

数
え
ら
れ
て
お
り
、阿
蘇
五
岳

の
最
高
峰
で
あ
る
高
岳
登
山
の

解
禁
は
登
山
愛
好
者
に
朗
報
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

立
入
規
制
と

通
行
禁
止
の
ル
ー
ト

　　
登
山
は
解
禁
に
な
っ
た
も
の

の
、火
口
周
辺
へ
の
立
入
規
制

が
か
か
っ
た
場
合
は
火
口
見
学

と
同
様
に
高
岳・
中
岳
の
登
山

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、仙
酔
峡
へ
下
る
ル
ー

ト（
上
図
の
黄
色
）は
通
行
可
能

で
す
が
、仙
酔
峡
～
宮
地
方
面

へ
抜
け
る
市
道
仙
酔
峡
線
が
地

震
に
よ
り
全
面
通
行
止
め
の
た

め
折
り
返
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。同
じ
く
宮
地
方
面（
仙
酔
峡

登
山
口
）か
ら
の
登
山
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
中
岳
火
口
を
望
む
東
展
望
所

登
山
ル
ー
ト
も
現
在
通
行
で
き

ま
せ
ん
。

通行可能

通行不可

通行可能
（折返必要）

砂千里 南峰

火口東展望所ルート

中岳
火口

仙酔峡登山口から北
（ 宮地方面）に下山は
できません。

記帳箱

登山の際には登山届を記帳箱に投函す
るか、阿蘇山遭難事故防止対策協議会

（ 阿蘇地域振興局内）☎ 22-1110 に
届けてください。
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火口見学再開

火
口
見
学
は
安
全
？

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

               

大
倉 

敬
宏 
教
授
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

京都大学火山研究センター 大倉 敬宏 教授

プロフィール

1963 年 7 月奈良県大和郡山市生まれ
1987 年京都大学理学部卒
1989 年京都大学大学院理学研究科修士課程を修了。
博士（理学）。京都大学教養部助手、総合人間学部助手、
理学研究科准教授を経て 2013 年４月から現職。専門
は地震学・火山物理学。
火山噴火予知連絡会 委員、火山学会理事、原子力規制
庁 原子炉安全専門審査会臨時委員、「災害の軽減に貢
献するための地震火山観測研究計画」火山計画推進部
会・部会長

　

平
成
26
年
の
御
嶽
山
の
噴
火
や
、こ
と
し

１
月
に
起
き
た
草
津
白
根
山
の
噴
火
な

ど
、火
山
の
事
故
に
よ
り
多
く
の
人
が
犠
牲

に
な
り
ま
し
た
。最
近
で
は
新
燃
岳
の
火
山

活
動
も
活
発
化
し
、火
山
に
対
す
る
関
心
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
２
月
28
日
に
阿

蘇
中
岳
火
口
見
学
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。市

民
や
観
光
客
の
中
に
は
火
口
見
学
を
不
安
視

す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、１
９
２
８
年
か
ら
90
年
に
わ
た
り

阿
蘇
の
火
山
を
研
究
し
て
い
る
京
都
大
学
火

山
研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
倉
教
授
に
阿
蘇
中
岳

火
口
見
学
の
安
全
性
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

（
３
月
５
日
現
在
）

WebTV アソ
動 画
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火口見学再開

―
阿
蘇
山
っ
て
ど
ん
な
火
山
？

　
日
本
の
活
火
山
の
中
で
も
活
発
に
噴
火
を

繰
り
返
し
て
い
る
火
山
で
す
。10
年
～
20
年

の
サ
イ
ク
ル
で
マ
グ
マ
噴
火
や
水
蒸
気
噴
火

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。し
か
し
普
段
は
穏

や
か
で
、火
口
の
ま
わ
り
に
は
退
避
壕
や
火

山
ガ
ス
の
警
報
装
置
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の

で
、安
心
し
て
火
口
見
学
を
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
阿
蘇
山
が
い
つ
噴
火
す
る
か
不
安
に
思
っ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
す
が・・・

　
１
９
３
０
年
代
は
阿
蘇
山
は
火
山
活
動
が

活
発
で
し
た
。地
下
の
マ
グ
マ
の
量
も
多
く
、

中
岳
第
２
火
口
か
ら
も
噴
火
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、マ
グ
マ
が
ガ
ス
放
出
と
い
う
形

で
使
わ
れ
て
お
り
、阿
蘇
山
の
ス
ト
レ
ス
が

う
ま
く
発
散
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。そ
の

た
め
昭
和
初
期
よ
り
も
マ
グ
マ
の
量
が
減
っ

て
お
り
、大
規
模
な
噴
火
に
繋
が
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
平
成
28
年
10
月
８
日
に
爆
発
的
噴
火
が
起

き
ま
し
た
。噴
火
は
予
想
は
で
き
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

阿
蘇
山
の
火
口
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
全
地
球
測
位

シ
ス
テ
ム
）を
使
っ
て
、24
時
間
毎
日
マ
グ
マ

の
膨
ら
み
を
監
視
し
て
お
り
、地
震
や
温
度

上
昇
、地
磁
気
や
ガ
ス
の
噴
出
量
の
変
化
な

ど
も
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
９
月
末
に
は
マ
グ
マ
の
膨
張
を

と
ら
え
て
い
ま
し
た
。近
い
時
期
に
水
蒸
気

噴
火
が
起
こ
る
こ
と
は
予
想
で
き
て
お
り
、

気
象
庁
と
も
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、正
確
な
時
期
や
ど
れ
く
ら
い
の
規

模
の
爆
発
に
な
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。こ
の
爆
発
に
よ
っ
て
貴
重
な
デ
ー
タ

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、今
後
は
、爆
発

前
の
兆
候
な
ど
よ
り
細
か
く
分
析
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

―
御
嶽
山
や
草
津
白
根
山
の
よ
う
に
突
発
的

な
噴
火
が
起
こ
る
可
能
性
は
？

　
御
嶽
山
や
草
津
白
根
山
は
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
１(

火
山
活
動
が
静
穏
な
状
態
）か
ら
噴

火
が
起
き
て
お
り
、多
く
の
登
山
客
が
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。中
岳
火
口
に
つ
い
て
は
厳

重
な
監
視
体
制
が
整
っ
て
い
る
の
で
、今
ま

で
の
観
測
デ
ー
タ
を
も
と
に
異
常
を
と
ら

え
、前
も
っ
て
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
２（
火
口

か
ら
半
径
１
㌔
圏
内
の
立
入
規
制
）に
上
げ

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、阿
蘇
山
は
中
岳
火
口
以
外
の
と

こ
ろ
で
も
噴
火
し
た
歴
史
が
あ
る
の
で
、阿

蘇
を
広
域
的
に
見
る
と
、も
し
か
し
た
ら
監

視
が
手
薄
な
場
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。し
か
し
、中
岳
火
口
以
外
に
も
中
央
火
口

丘
群
に
は
多
く
の
地
震
計
や
地
殻
変
動
を
監

視
す
る
機
械
な
ど
を
設
置
し
て
お
り
、比
較

的
手
厚
い
監
視
網
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。

　
御
嶽
山
や
草
津
白
根
山
の
噴
火
の
影
響
か

ら
、今
後
、国
レ
ベ
ル
で
監
視
体
制
を
見
直
す

動
き
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
２
月
28
日
に
火
口
見
学
が
再
開
さ
れ
、直

後
の
３
月
３
日
に
火
口
見
学
が
自
主
規
制
さ

れ
ま
し
た
。火
口
は
ま
だ
安
全
で
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　　
３
月
３
日
は
火
山
性
地
震
が
多
く
な
っ
て

い
る
も
の
の
火
口
の
湯
だ
ま
り
の
量
に
ほ
と

ん
ど
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
の
マ

グ
マ
の
量
や
ガ
ス
の
通
り
道
の
状
況
か
ら
急

激
な
変
化
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。自
主

規
制
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
孤
立
型
微
動

は
、マ
グ
マ
か
ら
出
る
ガ
ス
が
火
口
か
ら
噴

出
さ
れ
て
い
る
際
に
起
こ
る
地
震
で
あ
り
、

阿
蘇
山
で
は
普
段
か
ら
起
き
て
い
る
現
象
で

す
。ガ
ス
が
抜
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
山
が
ス

ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
る
と
考
え
て
く
だ
さ

い
。今
は
安
定
し
た
時
期
の
活
動
の
揺
ら
ぎ

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、御
嶽
山
や
草
津
白
根
山
の
例
も

あ
り
、活
火
山
で
あ
る
以
上
過
信
は
禁
物
で

�

水
蒸
気
噴
火

　�

マ
グ
マ
の
熱
で
温
め
ら
れ
た
地
下
水
が

水
蒸
気
と
な
っ
て
膨
張
し
、火
口
の
岩

盤
を
破
っ
て
噴
き
出
す
現
象
。噴
石
や

火
山
灰
が
飛
散
す
る
。

マ
グ
マ
噴
火

　�

マ
グ
マ
が
火
口
か
ら
噴
出
す
る
現
象
。

溶
岩
流
・
火
砕
流
・
噴
石
・
火
山
灰
な
ど

を
発
生
さ
せ
る
。

中
央
火
口
丘
群

　�

火
口
を
も
つ
山
の
集
合
体
。阿
蘇
五
岳

や
草
千
里
、米
塚
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

湯
だ
ま
り

　�

火
山
活
動
が
比
較
的
静
穏
な
時
期
に
火

口
内
に
生
じ
る
火
口
湖
。マ
グ
マ
に
含

ま
れ
て
い
た
水
蒸
気
と
地
下
水
や
雨
水

が
合
わ
さ
っ
た
50
～
60
度
の
緑
色
の
お

湯
が
溜
ま
っ
て
い
る
。

火
山
性
地
震

　
火
山
の
近
く
で
起
き
る
地
震
の
総
称
。

孤
立
型
微
動

�

　�

火
口
の
地
下
に
あ
る
火
山
ガ
ス
の
通
り

道
が
膨
れ
る
こ
と
で
起
こ
る
阿
蘇
火
山

特
有
の
地
震
。

火
山
の
用
語

す
。今
回
の
規
制
は
、よ
り
安
全
に
安
心
し
て

火
口
見
学
が
で
き
る
よ
う
阿
蘇
火
山
防
災
会

議
協
議
会
が
自
主
的
に
規
制
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。必
要
以
上
に
怖
が
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

第 1火口

第 2火口

第 3火口

第 5火口

第 4火口

第 6火口

第 7火口

中岳火口
現在は第１火口の
みが火山活動を
行っている。

砂千里ヶ浜
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一般会計当初予算の推移　（H26 ～ H30 の 5 カ年）

200億円

175億円

150億円

100億円

H26 H27 H30H29
骨格予算

H28

155.1億円157.5億円

169.3億円 179.7億円

150.9億円

一般会計 155 億 1,551 万円
対前年度比
➡ 13.7％

当初予算前年度比較

平
成
30
年
度
予
算

　
３
月
に
開
か
れ
た
第
２
回
阿
蘇

市
議
会
定
例
会
で
平
成
30
年
度
当

初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、

１
５
５
億
１
５
５
１
万
円
と
な

り
、
前
年
度
比
24
億
５
６
６
１
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を

加
え
た
全
会
計
の
予
算
総
額
は
、

２
７
６
億
２
１
１
３
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
前
年
度
か
ら
当
初
予
算
額
が
減

少
し
て
い
る
の
は
、
平
成
29
年
度

当
初
予
算
が
骨
格
予
算
で
の
編
成

で
あ
っ
た
も
の
の
、
災
害
復
旧
事

業
費
を
約
44
億
円
計
上
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
28
年

度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
ほ

ぼ
同
規
模
の
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
よ
り
一
層

進
め
て
い
き
ま
す
。

特別会計 82 億 4,134 万円 企業会計 38 億 6,428 万円

会計別予算額
国民健康保険事業 35 億 9,378 万円

介護保険事業 33 億 6,397 万円

下水道事業 7 億 1,829 万円

後期高齢者医療事業 4 億 2,091 万円

阿蘇山観光事業 8,897 万円

財産区事業 5,473 万円

土地改良事業 69 万円

会計別予算額
病院事業 27 億 8,891 万円

水道事業 10 億 7,537 万円

特定の収入支出により処理される会計 独立採算による特定の事業を経理する会計

平成30年度

平成29年度

一般会計

一般会計

特別会計

特別会計

企業会計

企業会計

200億円 300億円100億円50億円 250億円150億円

155 億 1,551 万円 82 億 4,134 万円 38 億 6,428 万円

179 億 7,212 万円 83 億 4,185 万円 33 億 4,861 万円

296億4,861万円

276億2,113万円
（▲ 20億 2,748 万円）

問
財
政
課　
☎
２
２・３
２
０
４

（骨格予算とは経常経費や義務的経費からなる予算）
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平成30年度予算・一般会計

市　税
28 億 3,834 万円

（18.3％）
その他の収入

7 億 9,262 万円
（5.1％）

繰入金

7 億 1,032 万円
（4.6％）

分担金及び負担金

2 億 7,555 万円
（1.8％）

国・県支出金

37 億 2,858 万円
（24.0％）

地方交付税

52 億 7,000 万円
（34.0％）

用 語 解 説

民生費

56 億 1,247 万円
（36.1％）

災害復旧費

16 億 6,795 万円
（10.7％）

衛生費

15 億 3,069 万円
（9.9％）

農林水産業費

13 億 7,696 万円
（8.9％）

用 語 解 説

公債費

11 億 9,755 万円
（7.7％） 総務費

11 億 4,814 万円
（7.4％）

土木費

10 億 1,740 万円
（6.6％）

教育費

6 億 9,754 万円
（4.5％）

消防費
6 億 783 万円

（3.9％）

商工費

4 億 8,054 万円
（3.1％）

議会費

1 億 4,039 万円
（0.9％）

歳 入

各種交付金

7 億 9,870 万円
（5.1％）

市　債

11 億 140 万円
（7.1％）

予備費

3,805 万円　
（0.3％）

歳 出

●民 生費
　�福祉の向上のために使われるお金
●公債費
　�市の借金返済に使われるお金
●総 務費
　�庁舎の維持管理や、徴税、選挙、統計など
市の運営の全般的な業務に使われるお金

●衛 生費
　�健康づくりやごみ処理などに使われ
るお金

●土 木費
　�道路・橋・河川・公営住宅等の管理や整
備などに使われるお金

●農 林水産業費
　�農林畜産業の振興に使われるお金
●教 育費
　�学校等の維持管理や学校教育、社会教
育、社会体育などの振興に使われるお金

●災害復旧費
　災害復旧のために使われるお金
●消 防費
　消防や防災のために使われるお金
●商 工費
　商工、観光の振興に使われるお金
●議 会費
　議会運営のために使われるお金
●予備費
　予定外の支出へ対応するためのお金

自主財源（29.8％） 依存財源（70.2％）

●市 税
　市民の皆さまから納めていただいた税金
●そ の他の収入
　使用料、手数料、財産収入など
●繰 入金
　特別会計などから繰り入れられるお金
●�分 担金及び負担金
　�市の行う事業により利益を受ける方か
らその受益を限度として徴収するお金

●�国 ・県支出金
　�特定の事業を行うために国や県から
交付されるお金

●�地 方交付税
　�どの地域に住む住民にも一定水準の
行政サービスを提供できるよう国か
ら交付されるお金

●市 債
　�特定の事業を行うために借り入れるお金
●各 種交付金
　�国税や県税などとして集められたお
金のうち一定の割合を市町村に交付
されるお金

平成 30 年度一般会計予算の内訳

地方譲与税交付金 １億 8,870 万円 利子割交付金 330 万円 配当割交付金 470 万円
株式等譲渡所得割交付金 600 万円 地方消費税交付金 5 億 690 万円 ゴルフ場利用税交付金 2,450 万円
自動車取得税交付金 5,110 万円 地方特例交付金 950 万円 交通安全対策特別交付金 400 万円

●各 種交付金の内訳
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と
り
わ
け
、昨
年
、策
定
し
た『
第

２
次
阿
蘇
市
総
合
計
画
』に
掲
げ
る

重
点
政
策「
復
旧・復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
は
じ
め
、各
種
施
策
を
着
実
に

実
行
し
、全
て
の
世
代
の
皆
さ
ま
が

〝
復
興
〟を
実
感
で
き
、こ
れ
か
ら
の

未
来
を
描
き
、語
り
合
い
、健
康
で
元

気
に
明
る
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

礎
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

急
性
期
医
療
を
担
う
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
、平
成
26
年
８
月
に

開
院
し
た
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

本
年
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。特
に
熊

本
地
震
で
は
、阿
蘇
圏
域
で
唯
一
病

院
機
能
を
維
持
し
、急
患
を
含
め
多

数
の
患
者
を
受
け
入
れ
、災
害
拠
点

病
院
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
ま
し

た
。ま
た
、そ
の
後
も
診
療
体
制
強

化
、医
療
の
質
向
上
、住
民
及
び
組
織

団
体
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
、甲
斐
院

長
を
中
心
に
多
岐
に
わ
た
り
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

新
病
院
の
開
院
に
先
立
ち
、平
成

26
年
４
月
に
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
に
移
行
し
、事
業
管
理
者
兼

院
長
に
、熊
大
附
属
病
院
脳
神
経
外

科
特
任
教
授
の
甲
斐
豊
医
師
を
迎
え

ま
し
た
が
、29
年
度
末
で
事
業
管
理

者
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
。ご

承
知
の
と
お
り
、甲
斐
院
長
は
、高
い

見
識
と
熱
意
を
持
っ
て
、阿
蘇
医
療

圏
の
実
情
を
的
確
に
捉
え
、課
題
に

真
摯
に
取
り
組
み
、多
く
の
実
績
を

上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

施
政
方
針

平
成
30
年
度

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
多
く
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
平
成
24

年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
、

昨
年
の
福
岡・
大
分
両
県
に
お
け
る

豪
雨
災
害
、１
月
の
草
津
白
根
山
の

噴
火
、２
月
の
台
湾
東
部
地
震
、北
陸

の
豪
雪
な
ど
、国
内
外
で
未
曽
有
の

天
変
地
異
が
相
次
ぐ
中
、本
年
は
、特

に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、忘
れ

て
は
な
ら
な
い「
熊
本
地
震
」か
ら
丸

２
年
を
迎
え
ま
す
。

　
被
災
さ
れ
た
方
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
を
胸
に
、幾
多
の
混
迷

と
辛
苦
を
乗
り
越
え
、再
建・復
興
に

向
か
っ
て
懸
命
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

耐
え
が
た
き
歳
月
で
し
た
。

　

一
方
、こ
れ
ま
で
、た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、心
の
こ
も
っ
た

励
ま
し
、力
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
い
た

だ
き
、人
の
温
か
さ
に
触
れ
、勇
気
づ

け
ら
れ
、人
と
人
、心
と
心
の
つ
な
が

り
を
改
め
て
実
感
さ
れ
た
尊
い
月
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
な
お
、再
建
途
上
の
方
も
お
ら

れ
る
中
、私
た
ち
は
、あ
ら
ゆ
る
課
題

に
向
き
合
い
な
が
ら
、引
き
続
き
、被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
心
の
支
え
に
な

る
よ
う
、途
切
れ
る
こ
と
な
く
、丁
寧

か
つ
誠
意
を
も
っ
て
迅
速
に
対
応

し
、市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
な

暮
ら
し
の
確
保
に
向
け
、全
身
全
霊

で
更
な
る
災
害
対
応
力
の
充
実
強
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
復
興
」か
ら「
躍
進
へ
」

確
か
な
未
来
を
切
り
拓
く

熊本地震関連事業（総額 8 億 2,807 万円）

住宅応急修理事業（災害救助費） 4,588 万円

農地等災害復旧事業 1 億 5,978 万円

公共土木施設等災害復旧事業 3 億 6,048 万円

仮設住宅管理事業 435 万円

国指定文化財災害復旧事業 250 万円

復興基金事業
熊本地震被災者向け緊急通報システム事業 389 万円

仮設入居者等転居費用補助事業 3,000 万円

被災住宅再建支援事業 2,100 万円

住宅・建築物耐震設計事業 60 万円

農家の自力復旧支援事業 600 万円

小規模農業用施設早期復旧支援事業 500 万円

被災農業者生活支援事業補助金 220 万円

被災宅地復旧支援事業 1 億 275 万円

自治公民館再建支援事業 400 万円

地域コミュニティ施設等再建支援事業 2,586 万円

被災文化財等復旧復興基金活用促進事業 40 万円

地域水道施設復旧事業 100 万円

熊本地震復興観光拠点整備等推進事業 1,680 万円

復興基金事業 創意工夫分
被災者支援システム構築事業 164 万円

阿蘇市高校生通学支援事業 462 万円

災害関連公共土木施設改修事業 2,600 万円

合併処理浄化槽維持再生支援事業 332 万円

注１　�「復興基金事業」とは、熊本県の復興基金を活用した事業であり、「復興基金事業　創意工夫分」とは、熊本県の復興基金を原資
として、本市で造成した基金を活用した事業です。

注２　�平成 28年度の熊本地震関連の繰越事業として、公共土木施設災害復旧事業、農地等災害復旧事業、災害復旧緊急対策経営体
育成支援事業、災害公営住宅建設事業等があります。

３月定例会で施政方針を述べる佐藤市長
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今
後
、医
療・
介
護
の
分
野
は
、行

政・
病
院
と
も
に
政
策
的
影
響
を
大

き
く
受
け
ま
す
。運
営
面
で
は
特
に
、

平
成
30
年
度
発
足
の
新
専
門
医
制
度

で
、更
に
常
勤
医
師
の
確
保
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、指
導
医
の
資
格
取
得
な
ど
受
け

皿
と
し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
、ど

の
よ
う
な
環
境
下
で
も
市
民
の
皆
さ

ま
の
医
療
需
要
に
応
え
、「
信
頼
」と

「
責
任
」あ
る
医
療
を
提
供
し
続
け
る

体
制
を
充
実
さ
せ
、健
全
な
病
院
事

業
を
存
続
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療・
介
護
の

課
題
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、こ
れ
ま
で
基
盤
づ
く
り
に
全
力

を
傾
け
て
こ
ら
れ
た
甲
斐
豊
院
長

を
、本
年
４
月
以
降
も
引
き
続
き
、事

業
管
理
者
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
を

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、新
年
度
に
当
た
っ
て

の
施
政
方
針
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

一
昨
年
前
、阿
蘇
中
岳
の
爆
発
的

噴
火
で
、火
山
ガ
ス
警
報
装
置
、転

落
防
止
柵
、山
上
監
視
所
な
ど
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
、阿
蘇
火
山
防
災

会
議
協
議
会
は
、こ
れ
ま
で
火
口
周

辺
概
ね
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
立

入
り
を
制
限
す
る
一
次
規
制
を
継
続

し
、早
期
の
火
口
見
学
再
開
に
向
け

復
旧
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
、関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、

周
辺
施
設
の
復
旧
に
目
処
が
立
ち
、

阿
蘇
火
山
防
災
会
議
協
議
会
委
員
の

皆
さ
ま
に
、避
難
訓
練
を
含
め
復
旧

工
事
の
進
捗
状
況
を
現
地
視
察
し
て

い
た
だ
き
、安
全
確
認
に
よ
り
、実
に

３
年
半
ぶ
り
に
火
口
見
学
を
再
開
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、万
全

な
安
全
対
策
の
も
と
、観
光
浮
揚
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
の
要
と
な
る「
阿
蘇
市

地
域
防
災
計
画
」は
、熊
本
地
震
の
災

害
対
応
に
係
る
検
証
等
を
踏
ま
え
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）・
受
援
計

画
の
作
成
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
を
継
続
的
に
実
施
、自

主
防
災
組
織
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
浸
透
を
図
り
な
が
ら
、近

年
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

行
財
政
運
営
は
、昨
年
12
月
に
策

定
し
た「
阿
蘇
市
行
政
改
革
大
綱〔
第

２
次
〕」に
沿
っ
て
、職
員
一
人
ひ
と

り
が
更
に
意
欲
を
持
ち
、組
織
と
し

て
効
率
的・
効
果
的
な
運
営
に
つ
な

が
る
よ
う
主
要
な
経
営
資
源
を
有
効

活
用
し
、積
極
的
に
行
財
政
改
革
を

進
め
ま
す
。

　

情
報
政
策
に
つ
い
て
は
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
活
用
し
た
行
政
手
続
等
の

電
子
申
請
の
推
進
や
国
が
進
め
る

「
働
き
方
改
革
」、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

等
に
資
す
る
た
め
、庁
内
情
報
シ
ス

テ
ム
の
最
適
化
策
を
検
討
し
、効
率

的
で
災
害
に
強
い
電
子
自
治
体
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
予
算
編
成
は
、構
造
改
革
を

進
め
、金
融
政
策
に
成
長
志
向
を
組

み
合
わ
せ
、財
政
健
全
化
へ
の
着
実

な
取
り
組
み
を
進
め
る
一
方
、「
子
育

て
安
心
プ
ラ
ン
」を
踏
ま
え
た
保
育

の
受
け
皿
整
備
な
ど「
人
づ
く
り
革

命
」の
推
進
、「
生
産
革
命
」の
実
現
に

向
け
た
企
業
に
よ
る
設
備
や
人
材
へ

の
力
強
い
投
資
、研
究
開
発
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
な
ど
重
要
な
政

策
に
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
の
財
政
対
策
は
、地
方
財
政

計
画
に
お
け
る
一
般
財
源
に
つ
い

て
、前
年
度
を
上
回
る
62・
１
兆
円
、

地
方
交
付
税
は
16
兆
円
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、歳
出
全
般
に
わ
た
り

引
き
続
き
聖
域
な
き
見
直
し
を
推

進
、地
方
に
お
い
て
も
国
の
取
り
組

み
と
基
調
を
合
わ
せ
徹
底
し
た
見
直

し
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
平
成
30
年
度
予
算
は
、熊

本
地
震
発
生
前
の
規
模
と
同
水
準
と

な
り
ま
す
が
、平
成
29
年
度
の
災
害

関
連
予
算
の
繰
越
が
一
部
行
わ
れ
て

い
る
た
め
、決
算
額
と
し
て
は
更
に

規
模
の
大
き
な
も
の
に
な
る
見
込
み

で
す
。

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧・
復
興
に

お
け
る
ハ
ー
ド
面
の
総
仕
上
げ
の
年

と
し
て
、復
興
基
金
の
創
意
工
夫
分

を
適
宜
活
用
し
、被
災
さ
れ
た
方
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

　
引
き
続
き
、国・県
に
財
源
確
保
に

向
け
た
支
援
を
求
め
、市
民
の
皆
さ

ま
が
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
を
取

り
戻
す
た
め
、限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
真
に
必
要
な
事
業
を
見
極
め
、健

全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、３
年
に
一
度
の

評
価
替
え
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。固

定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、均
衡

の
と
れ
た
適
正
な
評
価
事
務
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、国
民
健
康
保
険
税
は
、本
年

４
月
か
ら
財
政
運
営
主
体
が
熊
本
県

と
な
り
、県
に
納
付
す
る
国
保
事
業

費
納
付
金
等
の
財
源
確
保
が
必
要
で

あ
る
た
め
、国
保
運
営
協
議
会
の
答

申
を
受
け
、３
年
ぶ
り
に
税
率
を
改

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

収
税
は
、公
正
な
負
担
と
歳
入
の

確
保
の
た
め
、引
き
続
き
口
座
振
替

の
利
用
を
促
進
し
、高
額
滞
納
事
案

に
つ
い
て
は
、県
と
の
併
任
徴
収
に

よ
る
連
携
を
図
り
、滞
納
処
分
の
執

行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
、市
全
域
の
約
61
㌫

総務・税・財政
防災対策の充実
阿蘇火山等防災対策事業 3,283 万円

熊本県土砂災害危険住宅移転促進事業 900 万円

阿蘇広域行政事務組合負担金（消防費等） 4 億 4,542 万円

消防団活動事業 6,896 万円

消防機器・施設整備事業（ 小型動力ポンプ、消防積載車等） 2,130 万円

消火栓・防火水槽整備事業 1,720 万円

防災行政無線管理事業 1,388 万円

公共交通の充実
地方バス運行等特別対策事業 6,600 万円

乗合タクシー運行事業 524 万円

ネットワーク環境の充実
光ネットワーク事業 7,714 万円

地籍調査の推進
地籍調査事業 2,359 万円

総
　
務

税
・
財
政
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が
完
了
、現
在
、残
り
の
地
籍
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、今
年
は
、波
野
地
区

の
一
筆
地
調
査
を
再
開
し
ま
す
。ま

た
、熊
本
地
震
の
複
雑
な
地
殻
変
動

で
、座
標
と
現
地
に
ズ
レ
が
生
じ
、一

部
、座
標
未
公
開
地
区
の
補
正
パ
ラ

メ
ー
タ
等
を
実
施
す
る
た
め
、調
査

方
法
の
検
討
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、２
箇
所
設
置
し
て
い
る
各

種
証
明
書
自
動
交
付
機
に
代
わ
り
、

全
国
約
５
千
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
設
置
し
て
あ
る
機
器
を

利
用
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

各
種
証
明
書
が
取
得
で
き
る「
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」を
平
成
30
年

度
中
に
導
入
し
、利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
用

途
が
広
が
る
こ
と
で
カ
ー
ド
の
普
及

も
期
待
で
き
、コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
と
併
せ
て
、カ
ー
ド
取
得
に
つ

い
て
も
市
民
の
皆
さ
ま
へ
丁
寧
に
周

知
し
て
ま
い
り
ま
す
。な
お
、サ
ー
ビ

ス
導
入
に
当
た
っ
て
は
、国
の
財
政

措
置
を
積
極
的
に
活
用
し
、経
費
削
減

に
努
め
ま
す
。

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
損
壊
家
屋

の
公
費
解
体
は
、３
月
末
で
事
業
が

終
了
、安
全
で
適
正
な
災
害
廃
棄
物

の
処
理
を
進
め
、被
災
さ
れ
た
方
の

速
や
か
な
生
活
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

　

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、携
帯
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
悪
徳
商

法
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、阿
蘇

市
内
の
企
業
に
勤
め
る
若
い
世
代
を

対
象
に
消
費
生
活
啓
発
講
座
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

熊
本
地
震
で
、多
く
の
方
々
が
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
、未
だ
自
宅・

生
活
再
建
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
か

ら
、社
会
福
祉
協
議
会
及
び
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、「
地
域
支
え
合
い
セ

ン
タ
ー
」に
よ
る
相
談
支
援
事
業
等

を
実
施
し
、被
災
者
の
皆
さ
ま
が
、早

く
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
に
つ
い
て

は
、達
成
す
べ
き
目
標
な
ど
を
一
つ

ず
つ
考
察
し
、「
第
３
次
地
域
福
祉
計

画
」を
策
定
、地
域・住
民・行
政
が
協

働
し
、全
市
民
の
皆
さ
ま
が
生
涯
を

通
し
、い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、児
童
福
祉
で
は
、本
市
の
宝

で
あ
る
児
童
の
健
全
育
成
及
び
安
心

な
子
育
て
環
境
の
整
備・
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。な
お
、全
国
的
な
課
題

で
あ
る
待
機
児
童
の
解
消
は
、公
立

と
私
立
保
育
園
が
連
携
し
、保
育
士

の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

生活
消費生活等の相談窓口の充実
消費生活センター運営事業 338 万円

生活困窮者対策事業 740 万円

社会保障・税番号制度の整備・活用
社会保障・税番号制度整備関連事業 271 万円

各種証明等のコンビニ交付導入事業 1,932 万円

生活環境の整備
阿蘇広域行政組合負担金

（ 火葬、ＲＤＦ・リサイクル施設、最終処分場、し尿処理等） 6 億 5,323 万円

塵芥処理事業（阿蘇広域行政事務組合負担金を除く） 4,557 万円

合併処理浄化槽設置整備事業 5,728 万円

要緊急安全確認大規模建築物耐震改修事業 8,638 万円

交通安全対策事業 1,458 万円

医療福祉
高齢者・障がい者福祉等の充実
社会福祉協議会運営費負担金 5,143 万円

地域支え合いセンター事業 2,147 万円

地域福祉計画策定事業 170 万円

高齢者住宅改造助成事業 653 万円

老人クラブ連合会活動促進事業費補助事業 939 万円

敬老会補助事業 845 万円

シルバー人材センター事業 318 万円

老人ホーム保護措置事業 1 億 6,423 万円

重度心身障害者医療費助成事業 6,700 万円

障害者自立支援給付事業 6 億 8,400 万円

障害児通所給付事業 8,720 万円

生活保護扶助費 3 億 4,172 万円

子育て支援の充実
保育園運営事業（公立・民間） 14 億 4,152 万円

乳幼児医療費助成事業 4,000 万円

児童医療費助成事業 1,680 万円

児童手当 3 億 9,928 万円

育児・児童扶養手当事業 1 億 6,140 万円

母子家庭支援事業 1,051 万円

放課後児童健全育成事業 1,800 万円

波野保育園建設事業（設計） 800 万円

保険・医療の充実
輪番制（日曜・祝日在宅）病院運営補助事業 1,022 万円

救急医療対策事業（在宅輪番医制事業） 159 万円

予防接種委託事業 9,200 万円

各種検診委託事業 4,650 万円

妊婦・乳幼児健診等委託事業 1,970 万円

国民健康保険事業（特別会計） 35 億 9,378 万円

介護保険事業（特別会計） 33 億 6,397 万円

後期高齢者医療広域連合負担金 4 億 8,439 万円

後期高齢者医療事業（特別会計） 4 億 2,091 万円

阿蘇市病院事業（企業会計） 27 億 8,891 万円

人権教育・啓発の推進
人権啓発事業 1,967 万円

コミュニティーセンター・カルデラＡＳＯ運営事業 3,522 万円

男女共同参画事業 138 万円

生
　
活

医
療
福
祉
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生
活
保
護
で
は
、就
労
支
援・生
活

支
援
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、経
済
的

自
立
や
社
会
的
自
立
を
支
援
し
、民

生
委
員・障
害
者
支
援
機
関・ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
協
力
を
得
て
、受

給
者
の
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、前
述
の

と
お
り
、本
年
４
月
か
ら
財
政
運
営

の
責
任
主
体
が
県
に
移
行
し
ま
す

が
、県
に
納
め
る
納
付
金
は
、市
の
医

療
費
が
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、よ

り
一
層
、医
療
費
の
適
正
化
、国
保
財

政
の
健
全
化
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。し
た
が
っ
て
、今
後
の
具
体
的
な

事
業
方
針
を「
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画・
第
３
期
特
定
健
診
等
実
施

計
画
」に
明
記
し
、市
の
健
康
課
題
で

あ
り
、高
額
な
医
療
費
の
原
因
疾
患

で
も
あ
る
糖
尿
病
の
重
症
化
防
止
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
は
、「
第
７
期
阿
蘇

市
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」に
基

づ
き
、ご
高
齢
の
方
が
住
み
慣
れ
た

場
所
で
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

早
期
実
現
を
目
指
し
ま
す
。地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
当
た
っ

て
は
、「
自
助・互
助・共
助・公
助
」の

考
え
方
の
も
と
、地
域
の
方
々
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、事
業
者
、地
域
の
専
門

職
、医
療
機
関
等
と
行
政
の
協
働
に

よ
り
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。こ
れ

ら
の
計
画
に
則
り
、保
健
事
業
及
び

介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
、医
療
保

険
及
び
介
護
保
険
の
安
定
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
中

核
病
院
と
し
て
、市
民
の
皆
さ
ま
方

の
医
療
需
要
に
応
え
る
と
と
も
に
、

医
療・
福
祉
の
充
実
及
び
利
便
性
向

上
に
向
け
、更
な
る
機
能
強
化
に
努

め
ま
す
。

　

特
に
、常
勤
医
師
確
保
に
つ
い
て

は
、新
専
門
医
制
度
に
よ
る
専
攻
医

（
後
期
研
修
医
）の
受
入
れ
体
制
の
整

備
を
図
り
、引
き
続
き
、医
師・
看
護

師
の
確
保
、小
児
科・
神
経
難
病・
が

ん
等
の
専
門
外
来
の
維
持
、口
腔
外

科・耳
鼻
咽
喉
科
の
開
設
準
備
、糖
尿

病・肝
疾
患・認
知
症
に
係
る
医
療
機

能
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
完
結
型
医
療
の
構
築

を
進
め
る
た
め
、団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
問
題
に

向
け
、疾
病
を
抱
え
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
、医
療・
介
護・
福
祉
の

連
携
を
図
り
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

熊
本
地
震
か
ら
２
年
を
迎
え
、被

災
農
家
の
方
々
の
営
農
意
欲
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、農
地
等
災
害
復
旧

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ

り
、復
興
基
金
を
活
用
し
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。そ
の
方
策
と
し
て
、

冬
場
は
凍
結
や
積
雪
で
工
期
を
確
保

す
る
こ
と
が
厳
し
い
た
め
、夏
場
に

農
地
を
借
上
げ
、集
中
し
復
旧
し
て

ま
い
り
ま
す
。更
に
は
、農
業
水
利
施

設
の
再
整
備
、農
地
集
積・集
約
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、農
家
の
多
面

的
機
能
を
十
分
発
揮
し
た
営
農
環
境

の
整
備
と
最
終
段
階
を
迎
え
た
広
域

農
道
整
備
事
業
を
進
め
、農
業
競
争

力
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
本
市
の
農
村
環
境
は
高
齢
化
等
で

集
落
形
成
の
維
持
が
危
惧
さ
れ
る

中
、経
営
継
承
や
規
模
拡
大
等
の
課

題
に
速
や
か
に
対
応
し
、農
業
の
生

産
性
を
高
め
た
競
争
力
を
強
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の

経済
農・畜産業の振興
農業次世代人材投資事業 7,650 万円

環境保全型農業直接支払事業 600 万円

地域営農組織ステップアップ支援事業 150 万円

農地中間管理事業機構集積事業 500 万円

農道等整備事業 2,415 万円

県営経営体育成基盤整備事業 3,499 万円

県営農業水利施設保全合理化事業 1,000 万円

多面的機能支払交付金事業 4 億 1,050 万円

経営所得安定対策推進事業 1,340 万円

阿蘇市幹線道路（広域農道）整備事業 1 億 9,370 万円

中山間総合整備事業 166 万円

家畜導入補助事業（県分） 1,104 万円

家畜導入補助事業（市分） 705 万円

牛異常予防接種・放牧寄生虫駆除薬補助事業 480 万円

林業の振興
市有林管理事業 1,641 万円

林道改良舗装等事業 480 万円

有害鳥獣捕獲報奨金 1,775 万円

くまもとの森林利活用最大化事業 3,260 万円

森林整備地域活動支援交付金事業 165 万円

草原の再生
草原情報館管理事業 443 万円

商工・観光・地域の振興
景観整備・商店街活性化補助事業 600 万円

火の山まつり補助事業 800 万円

阿蘇市「草・観・然」活性化事業 2,104 万円

阿蘇くじゅう観光圏負担金事業 400 万円

阿蘇山上ガードロープ等改修事業 1,134 万円

健康づくりの郷推進補助事業 840 万円

コミュニティ助成事業 1,750 万円

特産物推進事業 498 万円

夢の湯管理事業 4,035 万円

田園空間博物館管理事業 253 万円

中央公園及びあそ☆ビバ管理事業 1,142 万円

ふるさと納税制度の活用
ふるさと応援寄附金経費 3,717 万円

経
　
済
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た
め
に
は
、担
い
手
へ
の
農
地
集
積

と
集
約
化
を
進
め
、生
産
コ
ス
ト
を

削
減
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、而
し
て
、農
地
中
間
管
理
機
構
を

活
用
し
た
集
落
組
織
の
農
業
法
人
化

を
勧
め
、農
家
所
得
向
上
に
向
け
た

経
営
体
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
米
政
策
に
つ
い
て
は
、平
成

30
年
産
か
ら
米
の
生
産
数
量
目
標
の

配
分
と
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃

止
と
な
り
ま
す
が
、転
作
作
物
へ
の

交
付
金
は
継
続
さ
れ
ま
す
。今
後
も
、

主
食
用
米
の
需
要
減
少
が
続
く
中
、

米
価
安
定
は
重
要
課
題
で
あ
り
、需

要
に
応
じ
た
米
の
生
産
調
整
に
取
り

組
み
、主
食
用
米
の
生
産
を
基
本
に
、

麦・
大
豆
、園
芸
作
物
、飼
料
用
稲
等

を
組
み
合
わ
せ
た
水
田
活
用
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

牧
野
関
係
は
、熊
本
地
震
で
大
き

く
被
災
し
た
原
野・
山
間
部
等
は
、

キ
リ
ン
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、Ｊ
Ｒ
Ａ

基
金
事
業
等
の
活
用
で
、今
回
約

２
９
６
㌶
の
原
野
が
野
焼
き
を
再

開
、全
体
面
積
８
５
８
２
㌶
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今
後

も
野
焼
き
が
困
難
な
３
１
８
㌶
の
原

野
に
つ
い
て
、関
係
牧
野
と
連
携
し

早
期
再
開
が
で
き
る
よ
う
整
備
を
進

め
ま
す
。一
方
、高
齢
化
や
有
畜
農
家

の
減
少
で
、野
焼
き
が
で
き
な
く
な

る
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、地
元
牧

野
組
合・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
団
体

等
と
連
携
し
、草
原
の
維
持
保
全
に

向
け
、今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
ま
す
。

　

林
業
関
係
は
、森
林
集
約
化
協
議

会
と
連
携
し
、主
伐
、間
伐
、植
林
ま

で
の
一
貫
し
た
管
理
体
制
の
構
築
が

で
き
る
よ
う
森
林
経
営
計
画
に
反
映

さ
せ
、木
材
の
安
定
供
給
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

観
光
関
係
で
は
、阿
蘇
中
岳
火
口

が
、約
３
年
半
ぶ
り
に
、湯
だ
ま
り
も

見
え
る
状
態
で
の
見
学
再
開
と
な
り

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
の
豪
華
寝
台
特
急「
な

な
つ
星
」も
３
月
27
日
か
ら
阿
蘇
駅

ま
で
再
運
行
さ
れ
る
な
ど
、明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ

し
、阿
蘇
周
遊
観
光
が
活
発
化
す
る

よ
う
積
極
的
に
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
国
道
57
号
や
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
の
寸

断
で
交
通
ア
ク
セ
ス
の
支
障
は
続
き

ま
す
が
、大
分
方
面
な
ど
新
た
な
観

光
ル
ー
ト
か
ら
の
入
込
み
策
を
強
化

し
、併
せ
て
見
所
と
な
る
観
光
地
各

所
の
磨
き
上
げ
に
努
め
ま
す
。課
題

で
あ
る
団
体
旅
行
は
、防
災
教
育
旅

行
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
誘
致
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

こ
の
夏
４
年
に
１
度
の
再
認
定
審
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
世
界

ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
、観
光
資
源
の

魅
力
を
広
く
発
信
し
、ア
ク
テ
ィ
ブ・

温
泉・
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
活
動
に

地
域
と
と
も
に
ト
ラ
イ
し
、楽
し
み

や
喜
び
を
生
む
観
光
地
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、人
が
主
役
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た「
然
」事
業

は
、開
始
か
ら
５
年
が
経
過
、認
定
者

も
２
０
０
人
を
超
え
、活
躍
ぶ
り
を

紹
介
し
な
が
ら
、誘
客
と
物
産
振
興

の
企
画・
広
報
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。30
年
度
は
、こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
検
証
し
た
う
え
で
、「
人
が

つ
な
が
り
創
り
だ
す
新
し
い
阿
蘇
～

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
の
世
界
へ
～
」の

実
現
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、人
の
力

を
軸
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
築
い
て
ま

い
り
ま
す
。

　

商
工
関
係
は
、特
産
品
の
販
売
促

進
や
消
費
拡
大
に
向
け
た
施
策
と
し

て
、昨
年
11
月
か
ら「
阿
蘇
市
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
」を
開
始
、１
月
末
ま

で
に
１
１
９
２
件
、約
３
４
２
４
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

30
年
度
は
、寄
附
金
の
入
口
と
な
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
増
設
と
、阿
蘇
中
央
高
等
学
校

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
と
の

連
携
で〝
お
礼
の
品
〟の
拡
充
と
新
商

品
の
開
発
、地
域
産
品
の
販
路
拡
大

を
図
る
な
ど
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
取
り
組
み
の
中
で
、更
な
る
阿

蘇
市
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、商
工
会
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、空
き

店
舗
等
を
活
用
し
た
創
業・
第
二
創

業
の
支
援
及
び
地
域
内
へ
の
雇
用
を

促
進
し
ま
す
。

　

移
住・
定
住
の
促
進
及
び
人
口
減

少
を
抑
制
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
空

き
家
物
件
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や

相
談
案
内
窓
口
の
設
置
な
ど
の
基
礎

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
は
、空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
や
空
き
家
の
利
活
用
を
促

す
た
め
の
周
知・
啓
発
を
広
く
実
施

し
、農
林
畜
産
業・民
間
企
業・先
輩
移

住
者
等
の
関
係
機
関
や
多
様
な
人
材

と
の
連
携
を
図
り
、併
せ
て
移
住・
定

住
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
や

移
住
体
験
の
受
入
態
勢
を
整
備
す
る

な
ど
、情
報
発
信
の
強
化
と
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
熊
本
地
震
等
に
係
る
公
共
土
木
施

設
の
災
害
復
旧
工
事
は
、２
月
21
日

現
在
、約
86
㌫
の
発
注
完
了
、約
46
㌫

の
竣
工
で
あ
り
、平
成
30
年
度
中
に

全
て
の
復
旧
工
事
を
完
了
す
る
見
込

み
で
す
。

　

国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
は
、

平
成
32
年
度
完
成
を
目
標
に
計
画
ど

お
り
整
備
が
進
捗
、ま
た
、国
道
57
号

の
現
道
も
、国
直
轄
の
熊
本
復
興
事

務
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、集
中

し
た
復
旧
作
業
が
進
み
、現
在
、崩
壊

斜
面
等
の
恒
久
的
な
対
策
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。本
市
と
し
て
も
、早

期
復
旧
に
向
け
、引
き
続
き
、全
面
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
８
月
に
阿
蘇
市・
高
森

町・南
阿
蘇
村
の
３
市
町
村
で
期
成
会

を
発
足
し
、要
望
を
重
ね
て
き
た
国

直
轄
に
よ
る
砂
防
事
業
は
、年
度
内
に

「
新
規
事
業
採
択
時
評
価
」の
検
討
が

行
わ
れ
、採
択
さ
れ
た
場
合
、県
事
業

と
併
せ
、更
な
る
砂
防
施
設
が
計
画

整
備
さ
れ
、地
域
の
安
全
性
を
含
め
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
縮
小
が
図

ら
れ
る
も
の
と
す
ご
く
期
待
し
て
い

ま
す
。地
元
自
治
体
の
意
見
等
も
上
申

し
、計
画
に
反
映
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
九
州
地
域
高
規
格
道
路
整
備

は
、「
滝
室
坂
道
路
」約
６・
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
29
年
度
に
一
部
着
手
、

大
分
県
側
で
は「
朝
地
竹
田
間
」の
約

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
30
年
度
中
に
供

用
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。ま
た
、計

画
段
階
評
価
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て

い
る「
竹
田
阿
蘇
間
」の
対
応
も
早
く

方
針
決
定
さ
れ
事
業
が
早
期
着
手
さ

れ
る
よ
う
、引
き
続
き
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

継
続
整
備
中
の
道
路
河
川
整
備

は
、災
害
復
旧
を
優
先
し
、発
注
を
見

合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、建
設
業
者

の
手
持
工
事
等
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
、適
時
、工
事
を
発
注
し
て
い
き
ま
す
。

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
水
道
施
設

は
、約
90
㌫
の
復
旧
工
事
が
完
了
、残

る
工
事
は
、他
事
業
と
調
整
を
図
り

イ
ン
フ
ラ
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完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
簡
易
水
道
統
合
計
画
」に
基
づ
く

県
道
河
陰
阿
蘇
線
等
の
水
道
区
域
間

を
連
絡
管
で
結
ぶ
工
事
は
完
了
し
、

30
年
度
か
ら
簡
易
水
道
を
上
水
道
へ

統
合
し
ま
す
。

　
内
牧
地
区
上
水
道
の
老
朽
化
し
た

浄
水
場
施
設
更
新
整
備
事
業
及
び
老

朽
配
水
管
等
更
新
事
業
を
実
施
し
、

安
定
し
た
生
活
用
水
の
供
給
に
努

め
、災
害
等
不
測
事
態
に
備
え
た
水

道
施
設
の
危
機
管
理
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、熊
本
地
震
か
ら
の
再
建
支

援
策
は
、被
災
宅
地
復
旧
、転
居
費
な

ど
の
自
宅
再
建
支
援
に
加
え
、地
域

水
道
復
旧
な
ど
居
住
環
境
の
支
援
を

進
め
ま
す
。

　

阿
蘇
の
自
然
環
境
維
持・
保
全
に

向
け
、「
Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
」を

活
用
し
活
動
支
援
や
景
観
環
境
整
備

事
業
を
実
施
、ま
た
、環
境
施
策
と
し

て
、「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
営
住
宅
は
、災
害
公
営
住
宅
の

早
期
完
成
を
目
指
し
、老
朽
化
し
た

市
営
住
宅
は
、災
害
公
営
住
宅
や
建

設
型
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
の
活
用
を

図
り
、将
来
を
見
据
え
た
総
合
的
な

建
替
え
計
画
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、浄
化
セ
ン
タ
ー

の
設
備
更
新
と
黒
川
地
区
の
管
渠
整

備
を
実
施
し
、合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
事
業
補
助
を
継
続
的
に
進
め
、排

水
環
境
改
善
に
向
け
、快
適
な
住
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
山
田
小
学
校
は
、少
子
化
に
伴
い
、

昨
年
末
に
内
牧
小
学
校
と
の
先
行
統

合
が
保
護
者
会
で
了
承
さ
れ
、早
期

統
合
に
向
け
た
要
望
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。教
育
委
員
会
と
し
て
も
、平

成
30
年
度
末
、内
牧
小
学
校
と
の
先

行
統
合
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

学
校
施
設
は
、熊
本
地
震
で
の
災

害
復
旧
に
伴
い
、現
在
、阿
蘇
西
小
学

校
の
建
設
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。校
舎
の
起
工
式
を
昨
年
12
月
７

日
に
開
催
し
、現
在
、基
礎
杭
の
工
事

に
着
手
し
て
い
ま
し
た
が
、想
定
外

の
転
石
が
あ
り
難
航
し
て
お
り
、新

た
な
工
法
に
よ
る
杭
打
ち
工
事
を
追

加
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。文
部

科
学
省
へ
計
画
変
更
を
申
請
、内
諾

を
得
ま
し
た
の
で
予
算
を
追
加
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
農
村
公
園「
あ
ぴ
か
」の
災
害
復
旧

工
事
は
、１
月
末
に
工
事
が
終
了
、芝

生
の
養
生
を
し
な
が
ら
、陸
上
競
技

場
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
３
月
か
ら

供
用
開
始
し
ま
す
。

　

学
校
環
境
に
つ
い
て
は
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
経
年
劣
化
に
よ
り
、小
学

校
２
台
、中
学
校
１
台
を
更
新
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、文
部
科

学
省
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴

い
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ

コ
ン
を
導
入
、充
実
し
た
教
育
環
境

の
も
と
、更
な
る
学
力
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
事
業

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
重
要
文

化
的
景
観
の
国
指
定
を
受
け
、連
携

し
て
暫
定
リ
ス
ト
入
り
を
目
指
し
、

条
件
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

インフラ
道路・橋梁・河川の整備
道路維持事業 1 億 3,170 万円

道路新設改良事業（幹線支線等） 3 億 5,642 万円

橋梁等維持事業 6,500 万円

河川等改修事業 9,717 万円

市営住宅の整備
市営住宅整備事業（ストック改善事業等） 5,977 万円

上水道・簡易水道の整備
上水道施設緊急整備事業（企業会計） 3 億 6,900 万円

簡易水道施設緊急整備事業（企業会計） 1,100 万円

下水道の整備
黒川地区管渠整備事業（特別会計） 1 億 1,700 万円

下水処理場改築事業（特別会計） 1 億 3,300 万円

自然環境維持保全
ASO環境共生基金事業 667 万円

教育
学校教育の充実
外国語指導助手配置事業 1,424 万円

パソコンサポート事業 783 万円

小中学校スクールバス運行事業 5,760 万円

スクールバス購入事業 4,347 万円

小中学校管理事業 2 億 5,292 万円

学校指導・教育用パソコン整備事業
（タブレット導入事業） 889 万円

特色ある学校教育活動事業 770 万円

山田小学校先行統合閉校準備事業 104 万円

給食センター運営事業 1 億 4,008 万円

社会教育の振興
子ども会・単位子ども会活動補助事業 216 万円

生涯学習事業 131 万円

阿蘇市子ども芸術祭補助事業 200 万円

文化協会・郷土芸能保存活動補助事業 220 万円

阿蘇市公民館・各分館活動補助事業 524 万円

図書館用図書・ＤＶＤ等購入事業 700 万円

世界遺産登録推進事業 1,292 万円

社会体育・スポーツの振興
阿蘇市体育協会補助事業 307 万円

各種スポーツ大会補助事業 263 万円

教
　
育
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Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
が
選
ぶ「
あ
な
た
の
イ

チ
オ
シ
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
第
４
弾
」

で
、道
の
駅
阿
蘇
が
熊
本
県
内
で
第
１

位
に
選
ば
れ
、２
月
20
日
に（
一
社
）日

本
自
動
車
連
盟
熊
本
支
部
の
藤
村
浩

二
課
長
か
ら
表
彰
の
楯
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
本
グ
ラ
ン
プ
リ
で
道
の
駅
阿
蘇
が

県
内
１
位
を
受
賞
し
た
の
は
３
年
連

続
。「
農
畜
産
物
が
豊
富
」「
周
り
に
見

ど
こ
ろ
が
多
い
」「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

が
美
味
し
い
」な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
道
の
駅
で
２
位
は
七
城
メ

ロ
ン
ド
ー
ム
、３
位
は
不
知
火
が
受

賞
。九
州・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
で
道

の
駅
阿
蘇
は
５
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

道の駅グランプリで３連覇
道の駅阿蘇が『あなたのイチオシ道の駅』で県１位

202018.4 広報あそ 

JAF 熊本支社 藤村課長（左）から表彰の楯が贈られた。

表 彰

　
阿
蘇
de
ス
イ
ー
ツ
め
ぐ
り
実
行
委

員
会（
田
野
雅
文
会
長
）が「
平
成
29

年
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」の
総
務

大
臣
賞
を
受
賞
。２
月
20
日
に
市
役

所
を
訪
れ
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
５
０
０
円
３
枚
綴
り
の
チ
ケ
ッ
ト

で
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
え
る『
阿
蘇
de

ス
イ
ー
ツ
め
ぐ
り
』は
、参
加
店
舗
全

体
の
売
り
上
げ
増
と
地
域
活
性
化
を

目
的
に
、２
０
１
２
年
に
市
内
の
菓

子
店
が
中
心
と
な
っ
て
開
始
。４
月

で
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。地
元
の
競

合
店
同
士
が
補
助
金
に
頼
ら
ず
積
極

的
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
る
こ
と

や
、数
年
に
わ
た
り
成
果
を
上
げ
て

い
る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
、今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ライバル店が協力し地域活性化
阿蘇 de スイーツめぐり実行委員会がふるさとづくり大賞受賞

阿蘇 de スイーツめぐり実行委員会の皆さん

　
大
規
模
な
林
野
火
災
を
想
定
し
た

消
火
訓
練
が
２
月
21
日
に
農
村
公
園

あ
ぴ
か
一
帯
で
行
わ
れ
、防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
と
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
、

阿
蘇
市
消
防
団
が
連
携
し
て
消
火
の

手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
林
野
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、地

上
か
ら
の
消
火
が
困
難
と
な
る
た

め
、防
災
ヘ
リ
に
よ
る
上
空
か
ら
の

消
火
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。訓
練
で

は
、防
災
ヘ
リ
に
直
接
給
水
す
る
消

防
署
の
ポ
ン
プ
車
ま
で
消
防
団
が
消

防
ポ
ン
プ
４
台
を
長
距
離
連
結
し
て

送
水
。中
継
ポ
ン
プ
の
連
結
や
水
圧

の
調
整
な
ど
の
連
携
方
法
を
確
認
し
、

春
先
の
林
野
火
災
に
備
え
ま
し
た
。

林野火災に備え連携確認
防災ヘリと阿蘇広域消防・消防団合同訓練

川からくみ上げた水を防災ヘリに送り届ける様子

わ だ い

表 彰

WebTV アソ
動 画
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
作
品

を
表
彰
す
る「
平
成
29
年
度
熊
本
Ｉ

Ｃ
Ｔ
コ
ン
テ
ス
ト
」作
品
部
門
で
、内

牧
小
学
校
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
同
校
の
６
年
生
は
、内
牧
地
域
の

活
性
化
の
た
め
、旅
館
や
店
舗
を
自

ら
取
材
し
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

内
牧
の
店
舗
な
ど
に
設
置
し
長
崎
へ

の
修
学
旅
行
先
で
も
配
付
。店
舗
を

訪
れ
た
人
に
は
特
典
を
盛
り
込
む
な

ど
の
工
夫
も
あ
り
、レ
イ
ア
ウ
ト
や

デ
ザ
イ
ン
な
ど
す
べ
て
の
制
作
行
程

を
児
童
が
行
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

手作りパンフでまちづくり
内牧小が熊本 ICT コンテスト作品部門で最優秀賞

受賞した内牧小学校の６年生

　
あ
か
牛
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
、

阿
蘇
中
央
高
校
の
生
徒
が
あ
か
牛
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
を
開
発
し
、２
月
22

日
に
同
校
清
峰
校
舎
で
あ
か
牛
料
理

の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
で
６
年
目
を
迎
え
る
こ
の

取
り
組
み
は
、現
在
ま
で
10
品
が
商

品
化
さ
れ
道
の
駅
阿
蘇
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。試
食
会
に
は
道
の
駅
阿

蘇
に
出
店
し
て
い
る
弁
当・
惣
菜
業

者
や
旅
館・
ホ
テ
ル
の
関
係
者
ら
43

名
が
参
加
。今
回
は
、あ
か
牛
を
気
軽

に
食
べ
れ
る
よ
う
に
と
ミ
ン
チ
や
切

り
落
と
し
な
ど
安
価
な
肉
を
中
心
に

使
っ
た
９
品
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
食
会
で
考
案
さ
れ
た
レ
シ
ピ
や

ア
イ
デ
ア
は
、気
に
入
っ
た
事
業
者

へ
無
償
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

あか牛振興のためレシピ開発
阿蘇中央高校であか牛料理試食会

あか牛料理を考案した生徒たち

わ だ い

披露された 9 品

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
火
の
山
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ（
小
坂
今
朝
和
会
長
）が
創
立
10

周
年
を
迎
え
、記
念
式
典
が
２
月
24
日

に
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、同
ク
ラ
ブ
の
関
係
者

ら
１
０
０
名
が
出
席
。ク
ラ
ブ
設
立

か
ら
継
続
し
て
教
室
を
支
え
た
指
導

者
５
名
の
表
彰
や
テ
コ
ン
ド
ー
の
演

武
、記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
平
成
20
年
２
月

に
発
足
。現
在
は
乗
馬
や
ゴ
ル
フ
な

ど
13
種
目
を
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
３
６
０
名
が
参
加
し
、ス
ポ

ー
ツ
活
動
に
関
す
る
事
業
を
と
お
し

て
、市
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

スポーツをもっと身近に
火の山スポーツクラブが創立１０周年

表彰を受けたスポーツクラブの功労者

わ だ い

作成したパンフレット

表 彰

WebTV アソ
動 画
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卒
園
す
る
年
長
児
が
年
中
児
に
お

茶
を
点
て
る『
お
別
れ
野
点
』が
、３

月
７
日
に
り
ん
ど
う
保
育
園（
小
代

広
施
園
長
）で
開
か
れ
、園
児
や
保
護

者
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
り
ん
ど
う
保
育
園
の
年
長
児
は
、

茶
道
を
通
し
て
感
謝
や
人
を
敬
う
心

を
育
て
る
た
め
、週
に
一
回
お
茶
ご

っ
こ
を
行
っ
て
い
ま
す
。当
日
は
、１

年
間
稽
古
を
行
っ
た
年
長
児
24
名
が

お
茶
を
点
て
、年
中
児
17
名
と
保
護

者
や
職
員
へ
お
菓
子
と
お
茶
を
ふ
る

ま
い
ま
し
た
。お
茶
を
差
し
出
さ
れ

た
年
中
児
や
保
護
者
ら
は
、隣
に
座

っ
た
年
長
児
か
ら
礼
儀
作
法
な
ど
を

教
わ
り
な
が
ら
笑
顔
で
お
茶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

お茶を通して礼儀を学ぶ
りんどう保育園で 『お別れ野点』

年中児にお茶をふるまい作法を伝える年長児

　
国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
に
建

設
中
の
赤
水
跨
線
橋
を
３
月
12
日
に

阿
蘇
西
小
学
校
の
生
徒
23
名
が
訪

れ
、工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
工
事
を
行
っ
て
い
る
国
土
交
通
省

熊
本
河
川
国
道
事
務
所
が
同
校
６
年

生
の
卒
業
を
記
念
し
て
招
待
し
た
も

の
で
、現
場
の
職
員
か
ら
工
事
の
説

明
を
受
け
た
後
、生
徒
の
文
字
を
印

字
し
た
橋
名
板
の
取
り
付
け
体
験
や

橋
面
へ
の
校
歌
の
作
図
を
行
い
ま
し

た
。校
歌
は
舗
装
面
の
下
に
思
い
出

と
し
て
埋
め
ら
れ
ま
す
。

　
同
復
旧
ル
ー
ト
に
は
全
部
で
15
の

橋
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、今

回
見
学
し
た
赤
水
跨
線
橋
は
最
初
に

完
成
し
た
橋
と
な
り
ま
す
。

橋面へ校歌つづる
阿蘇西小学校６年生が赤水跨線橋を見学

橋面に書かれた阿蘇西小学校の校歌

わ だ い

　
草
原
の
害
虫
駆
除
と
新
芽
の
成
長

を
促
す
野
焼
き
が
３
月
11
日
に
阿
蘇

山
麓
と
北
外
輪
山
一
帯
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
狩
尾
地
区
で
は
、熊
本
地
震
の
影

響
で
原
野
の
急
傾
斜
部
分
に
亀
裂
が

入
っ
て
お
り
、昨
年
は
安
全
確
保
が

困
難
と
し
て
２
７
０
㌶
の
野
焼
き
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
以
上
延

期
す
る
と
、雑
木
等
が
生
え
茂
り
野
焼

き
自
体
の
継
続
が
困
難
に
な
る
と
し

て
、安
全
確
認
や
下
準
備
を
行
い
、２

年
ぶ
り
の
野
焼
き
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

育
ち
す
ぎ
た
草
に
火
を
放
つ
と

原
野
は
勢
い
の
あ
る
炎
に
包
ま
れ
、

山
々
は
黒
く
染
ま
り
春
を
迎
え
る
準

備
が
整
い
ま
し
た
。

春を迎える風物詩
阿蘇山麓・北外輪山で一斉野焼き

狩尾地区の野焼き風景

わ だ い

生徒の文字を印字した橋名板

わ だ い
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九 州・ 全 国 大 会 出 場 者 紹 介

第２２回全国高等学校日本拳法選抜大会
岩永 純菜 （阿蘇中央高校 1 年 / 阿蘇中学校出身） 

（3.24 ～ 25 ／大阪府）

（敬称略・学年は出場時点）

●日本拳法

　
木
と
親
し
み
木
の
良
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
肌
身
で
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

阿
蘇
森
づ
く
り
協
議
会（
阿
南
忠
治 

代
表
）が
３
月
14
日
に
県
産
木
材
で
つ

く
ら
れ
た
手
作
り
の
積
み
木
を
市
内

保
育
園・幼
稚
園
に
送
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
同
協
議
会
が
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、こ
と
し
は

阿
蘇
中
央
幼
稚
園
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
黒
川

保
育
園
、あ
そ
ひ
か
り
幼
稚
園
の
３

園
に
木
箱
の
入
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形

の
積
み
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

積
み
木
を
受
け
取
っ
た
園
児
ら

は
、「
積
み
木
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」と
笑
顔
で
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

木材を身近に感じて
市内３園に県産木材の積み木を寄贈

積み木を受け取った阿蘇中央幼稚園の年長児

借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談下さい。

受付時間：平日９時～１７時１５分　ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３　※完全予約制です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。

法律相談料が変わりました。

・初回相談が、３０分まで無料になりました！

・初回３０分超また２回目以降は３０分３５００円です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。お問合せ下さい。

阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

広
告

　
農
業・農
村
の
振
興・発
展
に
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る

「
第
１
０
１
回
農
事
功
績
者
表
彰
」の

緑
白
綬
有
功
章
を
吉
田
清
二
さ
ん・

マ
サ
子
さ
ん
夫
妻（
桜
町
）が
受
章
。

３
月
14
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、佐
藤

市
長
に
受
章
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
吉
田
夫
妻
は
、無
農
薬
米
な
ど
を

推
進
し
阿
蘇
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
米

価
の
向
上
、ま
た
、特
産
加
工
品
の
生

産
販
売
に
よ
る
地
域
雇
用
の
創
出
と

農
家
の
所
得
向
上
に
寄
与
。さ
ら
に

新
規
就
農
者
の
畜
産
経
営
開
始
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
創
出
す
る
な
ど
、

数
々
の
実
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
章
し
た
吉
田
清
二
さ
ん
は
、「
仕

事
は
遊
び
心
が
大
事
。高
付
加
価
値

農
業
を
目
指
し
た
結
果
」と
受
章
の

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

阿蘇の農業発展に功績
第１０１回農事功績受章者に吉田清二・マサ子夫妻

吉田清二さん（中央）とマサ子さん（右）

わ だ い

第 18 回九州ブロッククライミングジュニア選手権大会
甲斐 彪悟 （一の宮中学校 2 年） 

（4.22 ／宮崎県）●スポーツクライミング

表 彰
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まちの話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
日
本
の
農
業
を
担
う
若
者
が
自
ら

の
体
験
を
発
表
し
合
う「
第
57
回
全

国
青
年
農
業
会
議
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
で
、佐
藤
智
香
さ
ん（
西
町
）

が
園
芸・
特
産
作
物
部
門
の
最
優
秀

賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
。３
月
16
日
に
市
役
所
を
訪
れ
佐

藤
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、年
々
生
産
量
が
低

下
し
て
い
る
阿
蘇
高
菜
の
用
途
を
模

索
。高
菜
の
種
を
使
っ
た
マ
ス
タ
ー

ド
を
開
発
し
、製
品
化
ま
で
の
取
り

組
み
と
地
域
農
業
へ
の
貢
献
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、「
伝
統
野
菜
で
あ
る

阿
蘇
高
菜
の
漬
物
以
外
の
可
能
性
を

も
っ
と
広
げ
た
い
」と
今
後
の
展
望

を
語
り
ま
し
た
。

阿蘇高菜を未来へ繋ぐ
佐藤智香さんが全国青年者農業会議で農林水産大臣賞

佐藤智香さん（左）

N e w s 

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
阿
蘇
の
農
耕
祭
事
」の
一
つ「
田
作

祭・火
振
り
神
事
」が
３
月
17
日
に
阿

蘇
神
社
で
行
わ
れ
、参
道
が
炎
の
輪

で
彩
ら
れ
ま
し
た
。

　
火
振
り
神
事
は
、国
龍
神
と
姫
神

の
結
婚
を
祝
う
儀
式
で
、熊
本
地
震

後
は
場
所
を
一
部
門
前
町
商
店
街
に

移
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、大
阿
蘇
御
神
火
太
鼓
保
存
会
に

よ
る
太
鼓
で
開
幕
。毎
年
カ
ヤ
束
作

り
に
協
力
す
る
一
の
宮
中
学
校
の
生

徒
が
、火
振
り
神
事
の
概
要
を
観
光

客
ら
に
説
明
し
た
後
、氏
子
が
参
道

で
火
を
つ
け
た
カ
ヤ
束
を
廻
し
ま
し

た
。神
事
が
終
わ
る
と
一
般
客
も
火

振
り
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

婚儀を祝い 炎の輪描く
火振り神事約 2,000 人の入込でにぎわう

わ だ い

 Aso Round Trail
西日本最長トレイルランニングレース アソラウンドトレイル・110 km

5/12SAT・13SUN

ボランティアスタッフ募集
ボランティア参加特典

●大会オリジナル T シャツ
●温泉券  ●食事提供

申込・問い合わせ

Aso Round Trail 実行委員会
（㈲ユニバーサルフィールド内）
☎ 080-2783-7714( 佐藤・今富）

阿蘇 トレイル 検 索

第２回

約1,000人のフィニッシュを応援しよう！

4/20FRI
申込締切 ▼詳しくはこちらまで

表 彰

高菜の種で作った
阿蘇タカナード

カヤ束を廻してできた炎の輪

WebTV アソ
動 画
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CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

被災者生活再建支援金

福祉課 総合福祉係 ☎ 22-3167

CITY  INFORMATION

　
本
地
震
で
被
災
し
た
住
宅
の

被
害
状
況
に
応
じ
て
支
給
す

る
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
金（
基
礎

支
援
金
）の
申
請
期
間
が
延
長
と
な

熊

被災者生活再建支援金（基礎支援金）の申請期間を延長します

●申請受付
【現行】 平成３０年５月１３日　→　【延長後】 平成３１年５月１３日まで
※災害のあった日から３７ヶ月の間まで

●対象となる被災世帯
阿蘇市内に居住の世帯で被災により、
▷住宅が全壊した世帯　　▷住宅が大規模半壊した世帯
▷住宅が半壊し、住宅をやむを得ず解体した世帯
▷敷地に被害が生じ、その住宅をやむを得ず解体した世帯
※支援金の申請者は、被災世帯の「世帯主」となります。

●支援金の支給額

●申請に必要なもの
▷全ての世帯
　①被災者生活再建支援金支給申請書　※申請手続きをする際、ご記入頂きます。
　②り災証明書　　③住民票（世帯全員のもの）
　④ 振込口座の通帳の写しまたはキャッシュカードの写し
　　（金融機関名、取引店名、種目、口座番号、世帯主名義「フリガナ名」が印字された部分）
▷住宅が半壊し、住宅をやむを得ず解体した世帯（①～④に加えて）
　⑤滅失登記簿謄本（閉鎖事項証明書）
▷敷地に被害が生じたため、住宅をやむを得ず解体した世帯（①～④に加えて）
　⑥滅失登記簿謄本（閉鎖事項証明書）
　⑦敷地被害を証明する書類（敷地の修復工事の契約書等の写しなど）

概　要

区分 基礎支援金
複数世帯
（世帯の構成員が複数）

全壊世帯 １００万円
大規模半壊世帯 ５０万円

単身世帯
（世帯の構成員が単数）

全壊世帯 ７５万円
大規模半壊世帯 ３７．５万円

広
告

り
ま
し
た
。詳
細
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。対
象
と
な
る
世
帯
で
申
請
が

お
済
で
な
い
方
は
期
間
内
に
手
続
き

く
だ
さ
い
。



CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

後期高齢者医療

ほけん課 高齢者医療係 ☎ 22-3145

CITY  INFORMATION

条件
【世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等】

軽減率
【保険料均等割額】

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ 80 
万円として計算したうえで所得が 0 円となる場合 9 割

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯 8.5 割

「基礎控除額（33 万円）」＋「27 万 5 千円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ( 対象者拡大 ) 5 割

「基礎控除額（33 万円）」＋「50 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ( 対象者拡大 ) 2 割

　
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
２
年
ご
と
に

保
険
料
率
を
見
直
し
て
い
ま
す
。今

年
度
は
昨
年
度
ま
で
と
同
率
で
す
。

　

ま
た
、所
得
が
低
い
方
や
被
用

者
保
険
※

の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
方
の
保
険
料
は
継
続
し
て

軽
減
さ
れ
ま
す
が
、一
部
軽
減
割

合
な
ど
が
見
直
さ
れ
ま
す
。（
※
協
会

け
ん
ぽ
、健
保
組
合
、共
済
組
合
の
加
入
者
な
ど
）

熊保険料年額の算出方法（平成 29年から変更なし）

47,900 円（均等割額）

総所得金額等－ 33 万円

（所得割額）

9.26％

（所得割率）

＋ ×

※保険料の上限額は年額 57 万円から 62 万円に変更となります。

●保険料の均等割額の軽減（被保険者全員が等しく負担する保険料）

条件
【被保険者の総所得金額等】 軽減率【保険料所得割額】

「基礎控除（３３万円）」＋５８万円を超えない人
（平成 29 年度）

2 割
（平成 30 年度）

軽減なし

●保険料の所得割額の軽減（所得に応じて負担する保険料）

高齢者医療保険料率と軽減措置のお知らせ

所得が低い人の軽減（５割・2 割軽減対象者の拡大）

被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減
（7 割軽減→ 5 割軽減へ見直し）

（平成 29 年度）

均等割額 7 割軽減
（平成 30 年度）

均等割額 5 割軽減

※所得割額はかかりません。
※対象者…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた人

後期高齢者医療保険料の支払方法

後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金か
らの差し引き）または普通徴収（納付書又は
口座振替）により納めることになります。

特別徴収　�年金から差し引いて納付する方法。年金受
給額が年額１８万円以上あり、後期高齢者
医療保険料と介護保険料の合算額が年金
額の１/２を超えない方が対象

普通徴収　�特別徴収の対象者以外の人が、納付書また
は口座振替で納付する方法

※均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。
また、年金所得については、15万円を控除した額で判定します。

262018.4 広報あそ 

（基礎控除額）



CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

国保・後期高齢者医療

ほけん課 国保・年金係、高齢者医療係　☎ 22-3145

入院時食事療養費及び入院時生活療養費が一部改定されます

　
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
４
月
か
ら

の
入
院
時
食
事
療
養
費
及
び
入
院

時
生
活
療
養
費
が
一
部
改
定
さ
れ

ま
す
。

国
●入院時食事療養標準負担額（一般病床、精神病床に入院したとき）
▷食費（1 食につき）　住民税課税世帯 460 円
　指定難病患者、精神病床入院患者（経過措置対象者）の食費は据え置かれます。

●入院時生活療養標準負担額（医療療養病床に入院したとき）
　入院している方のうち「医療の必要性の高い方」についてのみ、変更になります。
▷居住費（1 日につき）370 円
　指定難病患者、老齢福祉年金受給者は居住費の負担はありません。
▷食費（1 食につき）　住民税課税世帯 460 円　
　保険医療機関の施設基準等により 420 円の場合もあります。
　指定難病患者、精神病床入院患者（経過措置対象者）の食費は据え置かれます。

　※国民健康保険被保険者については 65 歳以上の方が対象となります。

概　要

CITY  INFORMATION

　市では国民健康保険被保険者には年間２０枚、後
期高齢者医療被保険者には年間１０枚の施設利用
券を交付しています。（年間とは４月～翌年３月ま
での１年間です。）
　１回の施術で 1,000 円の助成が受けられますの
で、必要な方は保険証、印鑑を持参のうえ、市役所ほ
けん課または各支所に申請してください。
　代理の方が申請される時は、必要な方の保険証、
印鑑と代理の方の運転免許証などの本人確認書類
を持参ください。

《注意事項》
※ 保険料の滞納がある場合は交付枚数を制限させて

いただくことがあります。
※  施設利用券は本人以外利用できません。
　（家族であっても券を譲渡することはできません）
※ 紛失した場合、再発行はできませんのでご注意く

ださい。

あん摩マッサージ・鍼きゅう等施設利用券を交付しています

広
告

27 広報あそ 2018.4
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CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

●補助対象地域
　阿蘇市内で公共下水道認可区域以外の地域
●補助の対象
　 補助対象地域に住所を所有し、住居を目的とした住宅に浄化槽を設

置する方（貸家、アパート、事務所などは対象となりません）
●補助の額
 ▷新築等（新築又は合併処理浄化槽の更新）
　５人槽／１６８，０００円　　　７人槽／２０７，０００円
　10 人槽 ／２７６，０００円
▷転換等（汲み取り、単独浄化槽から更新）
　５人槽／３３２，０００円　　　７人槽／４１４，０００円
　10 人槽／５４８，０００円
●注意事項
 ▷ 補助金交付決定通知を受けてから工事を行ってください。
　※申請前や決定通知前に着工している場合は、補助の対象となりません。
▷ 浄化槽の設置工事は、３月中旬までに完了する必要がありますので、

新築や増改築の場合は工事期間にご注意ください。
▷ 補助金の振り込みは、確認検査を行った後となります。

合 併 浄 化 槽

住環境課 下水道係 ☎ 22-3169

合併処理浄化槽を設置する場合は補助金が交付されます

　
併
処
理
浄
化
槽
と
は
ト
イ

レ
を
水
洗
化
す
る
だ
け
で

は
な
く
、雨
水
を
除
く
生
活
雑
排

水（
炊
事
場
、洗
面
所
、風
呂
場
な

ど
）を
合
併
処
理
浄
化
槽
内
で
処

理
し
、河
川
等
に
排
水
す
る
も
の

で
す
。

合概　要

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
整
備
し
、

左
記
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、補

助
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、住

環
境
課�

下
水
道
係
で
申
請
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●補助対象地域
　阿蘇市内の公共下水道認可区域の未整備地域
●補助の対象
　 補助対象地域に住所を所有し、居住を目的とした住宅に浄化槽を設

置する方（貸家、アパート、事務所などは対象となりません）
●補助の額
　５人槽／３３２，０００円　　　７人槽／４１４，０００円
　 10 人槽／５４８，０００円
●注意事項
▷ 浄化槽の工事は、工事を実施する年度の３月中旬までに完了する必

要がありますので、工事期間には十分、ご注意ください。
▷ 補助金の振り込みは、確認検査を行った後となります。
▷ 平成２８年４月１４日以降の工事完了分が補助対象となります。

　
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
・
布
設
替
え
を
す
る
方
で
、左

記
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、整

備
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

熊概　要

公共下水道認可区域で熊本地震により被災した場合の合併処理浄化槽整備費用補助

CITY  INFORMATION
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CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

広
告

空 き 家 バ ン ク 制 度

まちづくり課 地域振興係　☎ 22-3318

「空き家バンク制度」を活用ください

　
で
は
、地
方
創
生
に
係
る
移

住
定
住
促
進
の
一
環
と
し

て「
阿
蘇
市
空
き
家
バ
ン
ク
」を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、空
き
家
を
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
所
有
者
と
、空
き

市
❶ 空き家を貸したい・売りたい所有者は、物件の登録を市に申し込みます。
※�老朽化が著しいものまたは大規模な修繕が必要なものは登録できません。適
正に管理され入居可能な物件が対象です。

❷ 空き家を借りたい・買いたい方は、市に利用の登録を申し込みます。
❸ 市は上記❶・❷の申込みがあった場合、内容を確認のうえ、阿蘇市空き家バン

クに登録します。また、物件については、市のホームページに掲載し、情報提
供をします。

❹❷ の利用登録者は、希望物件があった場合、市に交渉の申込みをします。
❺市は❶の物件登録者に利用希望があったことを通知します。
❻ 交渉・契約などは物件登録者と利用登録者の間で行いますが、物件登録者は
（一社）熊本県宅地建物取引業協会へ媒介等を依頼できます。（所定の手数料
が必要です。）

●申込先　まちづくり課 地域振興係  ☎ 22-3318

手続きの流れ

空
き
家
所
有
者

（
空
き
家
住
宅
の
所
有
者 
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
）

空
き
家
利
用
希
望
者

（
住
み
替
え
希
望
者
な
ど
　
借
り
た
い
・
買
い
た
い
）

空き家バンク
● ホームページなどで物件

の情報提供
●所有者・利用希望者の登録
●相談・マッチングなど

調 査・確 認 空き家の
情報提供

・問い合わせ
・相　談
・物件登録

・問い合わせ
・相　談
・利用登録

連
携

（一社）熊本県宅地建物取引業協会
媒介など 媒介など

当事者間で売買・賃貸借の交渉・契約

CITY  INFORMATION

家
を
借
り
た
い
・
買
い
た
い
利
用

者
が
、「
阿
蘇
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
登
録
し
、双
方
合
意
の
も
と
で

空
き
家
の
有
効
活
用
を
行
い
、移

住
・
定
住
の
促
進
と
地
域
の
活
性

化
を
図
る
も
の
で
す
。

�阿蘇市��空き家

検索

検索サイトで

物件情報や詳細は阿蘇市
ホームページをご覧くだ
さい。
登録申込書も阿蘇市ホー
ムページからダウンロー
ドできます。
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住
民
票
の
写
し
等
の

請
求
に
は
本
人
確
認
書

類
を
忘
れ
ず
に
！

　

窓
口
で
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

の
証
明
書
等
を
請
求
さ
れ
る
際
に

は
、「
本
人
確
認
書
類
」の
提
示
が

必
要
で
す
。お
忘
れ
な
く
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
確
認
書
類
は
運
転
免
許

証
、旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
顔
写
真
付
き

の
公
的
証
明
書
に
な
り
ま
す
。顔

写
真
が
な
い
証
明
書
の
場
合
、次

の
う
ち
２
点
が
必
要
で
す
。

○ 

健
康
保
険
証
、介
護
保
険
証
、年

金
手
帳
、年
金
証
書
な
ど

問
市
役
所
市
民
課
戸
籍
係

☎
２
２
・
３
１
３
５

住
民
異
動
届
の
手
続
き

は
余
裕
を
持
っ
て
！

　

こ
の
時
期
は
、住
民
異
動（
転

出
、転
入
な
ど
）の
手
続
き
を
さ
れ

る
方
が
多
く
、窓
口
が
大
変
混
み

合
い
ま
す
。関
係
す
る
部
署
で
の

手
続
き
も
あ
り
、多
く
の
時
間
を

要
し
ま
す
の
で
、余
裕
を
持
っ
て

手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、手
続
き
の
際
に
は
、本
人

確
認
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

i n f o r m a t i o n

【
主
な
届
出
期
間
】

● 

転
入
届　

阿
蘇
市
に
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内

● 

転
出
届　

転
出
を
す
る
前
に
あ

ら
か
じ
め
阿
蘇
市
で
転
出
届
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

急
に
引
越
し
が
決
ま
り
、届
出
を

す
る
時
間
が
な
い
よ
う
な
場
合

に
は
、転
出
後
14
日
以
内
に
阿
蘇

市
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

届
出
を
さ
れ
る
と
転
出
証
明
書

を
お
渡
し
し
ま
す
。転
出
先
の

市
町
村
に
住
み
始
め
て
か
ら
14

日
以
内
に
転
出
証
明
書
を
添
え

て
転
入
届
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
市
役
所
市
民
課
戸
籍
係

☎
２
２
・
３
１
３
５

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も

　

熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
時
間
額

▽ 

７
８
２
円

　

 （
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、電
気
機
械
器
具
、情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
）

▽
８
３
２
円

　

 （
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

船
舶
製
造
・
修
理
業
，舶
用
機
関

製
造
業
）

▽
７
４
０
円

　
（
百
貨
店
，総
合
ス
ー
パ
ー
）

●
効
力
発
生
年
月
日

　

平
成
29
年
12
月
15
日

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
に
は
適

用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

問
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
を
回
収
し
て

い
ま
す

　

市
で
は
、ご
み
の
減
量
や
循
環

型
社
会
の
形
成
推
進
を
図
る
た

め
、 

使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
の
回
収
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

市
役
所
及
び
各
支
所
に
回
収
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、回
収

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

回
収
対
象　

▽
ブ
ラ
ザ
ー
工
業

㈱
▽
キ
ヤ
ノ
ン
㈱
▽
デ
ル
㈱
▽

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱
▽
日
本

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド

㈱
の
５
社
が
製
造
・
販
売
す
る

純
正
の
家
庭
用
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ

※ 
平
成
29
年
度
回
収
実
績

　

23
・
67
㌔

問
市
役
所
市
民
課 

生
活
衛
生
係

☎
２
２
・
３
１
３
５

熊
本
県
女
性
総
合
相
談
室
が

移
転
し
名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

女
性
総
合
相
談
室
は
、平
成
30

年
４
月
か
ら
移
転
し「
男
女
共
同

参
画
相
談
室
ら
い
ふ
」に
変
わ
り

ま
す
。相
談
は
無
料
で
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

移
転
に
伴
い
、住
所
、電
話
番

号
、受
付
日
時
が
左
記
の
よ
う
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

●
所
在
地

　

 

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６

-

18-

１ 

熊
本
県
庁
行
政
棟
新

館
４
階 

男
女
参
画
・
協
働
推
進

課
内（
土
曜
日
の
み
く
ま
も
と

県
民
交
流
館
パ
レ
ア
）

●
受
付
時
間

　

電
話
相
談
・
面
接
相
談

　
月
・
火
・
木
・
金
・
土（
土
の
み
パ
レ
ア
）

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分
ま
で

　
（
火
曜
日
の
み
19
時
30
分
ま
で
）

※
面
接
相
談
は
予
約
制

●
法
律
相
談（
予
約
制
）

　

 

毎
月
第
３
土
曜
日
の
13
時
～
15

時
15
分

※ 

休
日 

水
曜
日
、日
曜
日
、土
曜

日
を
除
く
祝
日
、12
月
29
日
～

１
月
３
日

●
電
話
番
号

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
６
６
６

※
土
曜
日
の
み
の
番
号

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
２
２
２
３

　

お
知
ら
せ

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、果
樹
類
や
い
ち

ご
、メ
ロ
ン
、す
い
か
な
ど
の
園
芸

作
物
の
花
粉
交
配
に
不
可
欠
で
、

農
業
生
産
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花

が
始
ま
り
、ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
や
花

粉
を
求
め
て
訪
花
す
る
時
期
に
な

り
ま
す
。農
薬
を
散
布
す
る
と
き

は
、次
の
３
点
に
留
意
し
、ミ
ツ
バ

チ
が
死
ぬ
事
故
が
発
生
し
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

① 

農
薬
は
ラ
ベ
ル
で
ミ
ツ
バ
チ
に

影
響
の
あ
る
薬
剤
か
ど
う
か
確

認
し
、使
用
上
の
注
意
事
項
に

従
い
適
正
に
使
用
す
る
。

② 

近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置

や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報
を
事

前
に
交
換
す
る
。

③ 

防
除
す
る
と
き
は
、ほ
場
周
辺

を
十
分
確
認
し
、ミ
ツ
バ
チ
や

巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
注
意
す
る
。

問�

阿
蘇
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・

振
興
課

☎
２
２
・
０
６
２
２



部
及
び
熊
本
県
総
務
部
市
町

村
・
税
務
局
消
防
保
安
課

問�（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

の
ご
案
内

　　

今
年
の
４
月
で
熊
本
地
震
か
ら

２
年
を
迎
え
ま
す
。被
災
さ
れ
た

方
々
は
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
や
今
後
の
生
活
再
建
の
事
で
、

心
や
身
体
へ
の
負
担
が
増
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
地
震
の
報
道
を
聞
く
と
不
安

が
強
く
な
る
」「
眠
れ
な
い
」「
頑

張
り
続
け
た
け
ど
、最
近
体
調
を

崩
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」「
気
持

ち
が
落
ち
て
頑
張
れ
な
い
」「
地
震

後
、ア
ル
コ
ー
ル
の
量
が
増
え
た
」

等
の
こ
こ
ろ
や
身
体
の
健
康
に
関

す
る
不
安
が
あ
る
方
及
び
ご
家
族

に
対
し
て
、医
師
、臨
床
心
理
士
、

保
健
師
、社
会
福
祉
士
等
が
ご
相

談
に
対
応
し
ま
す
。ま
ず
は
、お
電

話
を
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
６
・
３
８
５
・
３
２
２
２　

（
月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
）

問 

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

31 広報あそ 2018.4

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
９

チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
中
！

　

熊
本
県
民
が
チ
ケ
ッ
ト
を
一
般

よ
り
早
く
申
し
込
め
る「
開
催
都
市

住
民
向
け
先
行
抽
選
販
売
」が
既
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。会
場
で
観
戦

で
き
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
を
お
見

逃
し
な
く
！
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ 

チ
ケ
ッ
ト
」で
検
索
！

●
開
催
都
市
住
民
先
行
抽
選
販
売
期
間

　

３
月
19
日
㈪
～
４
月
12
日
㈭

問�

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
５
６
０

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、平

成
30
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

● 

試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種
第

１
類
～
第
６
類
・
丙
種

●
試
験
日　

６
月
10
日
㈰

●
願
書
受
付
期
間

▽
書
面
申
請

　

４
月
12
日
㈭
～
４
月
19
日
㈭

▽
電
子
申
請

　

４
月
９
日
㈪
～
４
月
16
日
㈪

● 

試
験
地　

熊
本
市
、八
代
市
、天

草
市
、玉
名
市

●
願
書
等
の
配
置
場
所

　

 （
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
、熊
本
市
消

防
局
・
熊
本
県
内
の
各
消
防
本

相�

談

避難坑�L=3,652m

【大津側進捗】 【阿蘇側進捗】

1,384m/1,653m 901m/1,999m
84% 45%

本���坑�L=3,659m
711m/1,659m 346m/2,000m

43% 17%

国道 57 号北側復旧ルート
二 重 峠 ト ン ネ ル
工 事 進 捗 状 況

（3月 20日現在）

【全体進捗】�避難坑：2,285m/3,652m（63%）
本����坑：1,057m/3,659m（29%）

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本『
熊
本
地
震
復

興
支
援
マ
ッ
チ
』に
ご
招
待

　

明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
第

９
節（
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
vs
東
京
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
）を「
熊
本
地
震
復
興
支
援

マ
ッ
チ
」と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

試
合
当
日
、特
設
ブ
ー
ス
で
阿

蘇
市
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、健

康
保
険
証
、本
人
宛
郵
便
物
な
ど
）

を
提
示
い
た
だ
く
と
、一
般
Ａ
席

チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
と
き　

４
月
15
日
㈰

　

13
時
キ
ッ
ク
オ
フ

●
と
こ
ろ　
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム

問
㈱
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
熊
本

☎
０
９
６
・
２
８
３
・
１
２
０
０

内
牧
温
泉
の
開
湯

１
２
０
周
年
を
祈
願

　

温
泉
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い
る

内
牧
の
薬
師
地
蔵
尊
の
お
祭
り
が

地
元
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。当

日
は
ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い
も
行

わ
れ
ま
す
。

●
と
き　

４
月
８
日
㈰

　

９
時
～
15
時

● 

と
こ
ろ　

内
牧
１
区
薬
師
温
泉

裏「
薬
師
地
蔵
尊
」

問
事
務
局　

内
牧
１
区（
湯
浅
）

☎
３
２
・
２
５
２
２

催�

し

広
告

《4月の主な催し》�
●4/7 ㈯　�管内幼稚園・保育園入園式（宮地保育園以外）
●4/8 ㈰　�宮地保育園入園式、お座敷商店街（門前町商店街）
�������������������旬菜家庭料理レストラン（なみの高原やすらぎ交流館）
●4/10 ㈫　管内小・中学校入学式、阿蘇中央高校入学式
●4/14 ㈯　命の凧揚げ大会（大観峰）
●4/14 ㈯～ 15㈰　チェント・ミリアかみつえ

☎ 22-1111は阿蘇地域振興局の代表電話
番号です。
阿蘇市役所の代表電話は☎22-3111です。
お間違えの無いようご注意ください。
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\30,000

公用車を公売します
●公売日時　5月 10日（木）
　　　　　　展示　9:00 ～ 10:30
　　　　　　入札　11:00 ～ 11:30
　　　　　　開札　入札終了後

●公売会場　阿蘇市役所 2階会議室
●入札保証金　10,000 円を持参下さい。
●落札者の代金納付期限
　平成 30年 5月 17日（木）午後 3時まで

●注意事項
・動作保証はしない。
・代金納付は現金のみとする。
・入札開始前までに受付をすること。
・�落札者は売却決定日から 3週間以内に登録抹消また
は名義変更を落札者の費用負担により行うこと。
●その他必要なもの
・�印鑑（代理人の場合は代理人の印鑑、法人の場合は代
表者印）
・代理人が入札する場合は委任状

【お問い合わせ】�
�市役所�教育課 �学務係�����
�☎��22-3229

車名 トヨタ　ダイナ いすゞ　エルフ
初年度登録 平成８年８月 平成３年８月
排気量 5.3L（5,300㏄） 2.77L（2,770㏄）
走行距離 247,758㎞（平成 30年 1月 31日現在） 129,159㎞（平成 30年 1月 31日現在）
車検 有り　平成 30年 8月 26日満了 無し　平成 28年 8月 9日満了
原動機の型式 Ｊ 05Ｃ ４ＪＢ１
燃料 軽油 軽油
ナンバー 熊本 11ち 421 ―
最低売却価格 50,000 円 30,000 円

4 月 6 日（金）～ 15 日（日）は春の全国交通安全運動期間！
【運動重点】
①子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
②自転車の安全利用の推進
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

酒酔い、酒気帯び運転者だけでなく、同乗者、車両提供者、酒類提供者にも厳しい罰則が科されます！

4 月 10日（火）は「交通事故死ゼロを目指す日」です！

　

阿
蘇
市
で
は
、地
球
温

暖
化
防
止
の
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、市

役
所
本
庁
及
び
内
牧
支
所

の
駐
車
場
に
電
気
自
動
車

の
充
電
器（
有
償
）を
設
置

し
ま
し
た
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
４
月
か
ら
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
自
動
車
の

充
電
ス
タ
ン
ド
を

設
置
し
ま
し
た

EV 充電スタンド



人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

家
の
手
伝
い

阿
蘇
小
学
校
四
年　

関せ
き
や屋 

勇ゆ
う
ご吾

　

土
曜
日
の
朝
、ぼ
く
は
六
時
十
五
分

に
起
き
ま
し
た
。ぼ
く
は
起
き
る
の
は

い
つ
も
二
番
目
で
、お
母
さ
ん
が
一
番

に
起
き
ま
す
。お
母
さ
ん
は
、ま
だ
外
が

暗
い
、朝
の
四
時
半
ご
ろ
に
起
き
て
い

ま
す
。ぼ
く
が
起
き
る
と
、お
母
さ
ん
は

ご
飯
の
じ
ゅ
ん
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
に
、

「
お
は
よ
う
。」

と
言
い
ま
し
た
。そ
し
た
ら
、お
母
さ
ん

が
、

「
お
は
よ
う
。」

と
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。お
母
さ
ん
は
、

マ
ジ
ッ
ク
で
何
か
を
書
い
て
、バ
ッ
ク

を
持
っ
て
仕
事
に
行
き
ま
し
た
。ぼ
く

は
、顔
を
あ
ら
っ
て
、ご
飯
を
食
べ
ま
し

た
。

　

お
母
さ
ん
が
仕
事
に
行
っ
て
十
分
く

ら
い
た
っ
て
、ぼ
く
は
宿
題
を
始
め
ま

し
た
。

　

一
時
間
ほ
ど
宿
題
を
し
て
ゆ
っ
く
り

し
て
い
た
ら
、八
時
四
十
五
分
に
な
っ

た
の
で
、ぼ
く
は
お
母
さ
ん
の
仕
事
の

手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。

　

お
店
に
行
く
と
、お
母
さ
ん
が
、ち
ゅ

う
ぼ
う
で
焼
い
た
お
肉
を
ご
飯
の
上

に
乗
せ
て
い
ま
し
た
。お
母
さ
ん
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、他
に
も
四
人
ぐ
ら
い
の

じ
ゅ
う
業
員
さ
ん
が
い
て
、お
肉
に
か

け
る
た
れ
を
作
っ
た
り
、お
べ
ん
当
の

お
肉
を
焼
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。ぼ

く
は
、（
今
日
も
道
の
駅
に
お
べ
ん
当
を

人 権 作 文 平成29年度 阿蘇市人権作文集「かけはし」より ※学年は平成29年度時点。

出
す
ん
だ
。今
日
は
何
こ
出
す
ん
だ
ろ

う
）と
思
い
ま
し
た
。

　

食
器
せ
ん
じ
ょ
う
場
を
見
る
と
、お

客
さ
ん
が
食
べ
た
食
器
が
四
十
ま
い
く

ら
い
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。ぼ
く
が
、

「
こ
れ
、あ
ら
っ
と
く
よ
。」

と
言
う
と
、

「
う
ん
、あ
ら
っ
と
い
て
。」

と
、じ
ゅ
う
業
員
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。

　

た
な
の
所
に
置
い
て
あ
る
食
器
を

取
っ
て
、せ
ん
じ
ょ
う
場
に
水
を
た
め

ま
し
た
。三
分
し
た
ら
水
が
た
ま
っ
た

の
で
、食
器
せ
ん
用
の
ス
ポ
ン
ジ
に
せ

ん
ざ
い
を
つ
け
て
、水
を
少
し
つ
け
ま

し
た
。す
る
と
、あ
わ
が
た
っ
た
の
で
、

あ
ら
い
始
め
ま
し
た
。お
皿
に
油
が
つ

い
て
い
て
、ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
て
、と

て
も
あ
ら
い
に
く
か
っ
た
で
す
。何
回

か
お
皿
を
落
と
し
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。だ
か
ら
、し
っ
か
り
お
皿
を
に
ぎ
っ

て
あ
ら
い
ま
し
た
。お
皿
に
食
べ
物
が

残
っ
て
い
る
の
も
あ
っ
て
、そ
れ
は
生

ご
み
入
れ
に
入
れ
ま
し
た
。

　

と
中
で
か
た
や
こ
し
が
い
た
く
な
っ

た
の
で
、こ
し
を
の
ば
し
ま
し
た
。（
あ

と
ど
れ
く
ら
い
残
っ
て
い
る
の
か
な
）

と
思
い
な
が
ら
ま
わ
り
を
見
る
と
、四

人
の
じ
ゅ
う
業
員
さ
ん
の
う
ち
、三
人

は
も
う
自
分
の
仕
事
を
終
え
て
い
た
の

で
、

「
や
ば
い
。ぼ
く
も
急
が
な
き
ゃ
。」

と
言
い
ま
し
た
。で
も
、て
い
ね
い
に
一

ま
い
一
ま
い
あ
ら
い
ま
し
た
。

　

二
十
五
分
く
ら
い
で
や
っ
と
お
皿
を

あ
ら
い
終
わ
り
ま
し
た
。そ
し
た
ら
、

　
勇
吾
さ
ん
の
家
は
、
旅
館
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
の
仕
事
の
様
子
や
お

手
伝
い
の
こ
と
を
よ
く
話
し
て

く
れ
ま
す
。
平
日
は
な
か
な
か

お
手
伝
い
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

休
み
の
日
に
は
、
自
分
か
ら
進

ん
で
皿
洗
い
を
し
て
い
て
、
そ

れ
が
勇
吾
さ
ん
の
日
課
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
他
に
も
一

番
大
き
い
お
風
呂
を
掃
除
し
た

り
、
お
客
さ
ん
に
飲
み
物
を

運
ん
だ
り
も
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を

少
し
で
も
楽
に
さ
せ
て
あ
げ
た

い
と
い
う
、
勇
吾
さ
ん
の
優
し

い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。今
は
、落
語
を
す
る
ス
テ
ー

ジ
を
作
る
た
め
に
旅
館
の
改
修

工
事
を
さ
れ
て
い
て
、
将
来
、

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
落
語
を
す

る
の
が
勇
吾
さ
ん
の
夢
だ
そ
う

で
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
。」

と
、お
母
さ
ん
が
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、家
に
帰
っ
て
宿
題
の
続
き
を

し
ま
し
た
。

広
告
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2018.4 SPECIAL ISSUE Vol.14

問経済部観光課
☎２２－３１７４

�コギダス

検索

たべコギはじまります！

このページをご提示頂いた方は「たべコ
ギ」の料金が 500 円引きとなります。
ぜひご利用ください♪（１グループ３名
様まで、有効期間４月末日まで）

たべコギとは？
レンタル自転車とルートマップを使って、阿蘇市の魅力ある飲食店を巡り「食」を満喫する新しいグル
メツアー。「つまみ食いチケット（７枚綴り）」を美味しい商品と交換して阿蘇の味を感じましょう！

グルメ
サイクリ

ング

マップのQRコードをスマートフォン
で読み込むと参加店舗までの地図が表
示されます！貸し出す自転車にはスマ
ホホルダーも完備しています♪

【参加店舗】
た こ や き DON、Bakery Genki、菓 子 工 房 に じ い ろ、
shop&café Zen、はな阿蘇美、渡辺万十店、阿蘇・岡本、
MIYUKI、めしのやまいち、おしま屋 KAGU カフェ

【参加店舗】
カフェもちとこ、リッチモンドベーカリー、エレファント
コーヒー宮地駅店、たしろや、つけもの処健蔵、ラ・ルー
チェ、お菓子工房たのや、阿蘇とり宮、阿蘇薬草園茶処・商
処、阿蘇和菓子向栄堂、雲海珈琲焙煎所、かんざらしの店 
結、ヒバリカフェ

内
牧
温
泉
コ
ー
ス

阿
蘇
神
社
コ
ー
ス

少しずつ暖かくなってきた
この季節。ぜひ、たべコギを
お楽しみ下さい！

全
国
に
約
４
５
０
の
末
社
を
も
つ

肥
後
国
一
の
宮
阿
蘇
神
社
。そ
の

参
道
に
賑
わ
う
門
前
町
商
店
街
で

の
食
べ
歩
き
や
、阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

の
壮
大
な
眺
め
な
ど
、五
感
で
味

わ
え
る
コ
ー
ス
は
見
ど
こ
ろ
盛
り

沢
山
！

豊
富
な
湯
量
と
80
ヶ
所
以
上
の
源

泉
を
誇
る
内
牧
温
泉
。文
豪 

夏
目

漱
石
も
滞
在
し
た
と
い
う
温
泉
街

は
、そ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
風

情
が
現
代
に
も
息
づ
い
て
い
ま

す
。そ
ん
な
内
牧
温
泉
街
に
は
美

味
し
い
お
店
が
い
っ
ぱ
い
。

申込み方法など
●料金　3,500 円
●内容
　・マウンテンバイク（カゴ付き）４時間レンタル
　・つまみ食いチケット７枚、ルートマップの提供
　・ショッピングバックのレンタル
※飲食店は定休日の場合があります。
●時期　通年（天候の状況によって中止あり）
●最小催行人数　１人～
●�申込み先
　CLAMP　☎ 32-0928
　阿蘇市観光協会　☎ 34-1600
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カルデラ暮らし

vol.16

阿蘇ジオパーク推進協議会
〒 869-2232 熊本県阿蘇市赤水 1930 番地 1 阿蘇火山博物館内 
TEL: 0967-34-2089 FAX: 0967-34-2090
公式ウェブサイト：http://www.aso-geopark.jp/　フェイスブック：https://www.facebook.com/AsoGeopark/

ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　

ジオパークは、地球の活動が
つくりだす大地、そこで育ま
れる生きものや恵み、それら
を人々が活用し築きあげる
文化を、観て、遊んで、味わ
い、地球と私たちの暮らしの

『つながり』を知り、地球とよ
り良く暮らすことを考える
きっかけとなる場所です。

第１３回エコツーリズム大賞で「優秀賞」受賞

文化
暮らし

生きもの大地
(地形・地質）

阿蘇ユネスコジオパークの　　　な話題をお届け。

阿蘇ジオパークの取り組み概要
　阿蘇ジオパークは、2014 年 9 月に世界ジ
オパーク認定を受け、ジオツーリズム等によ
る地域活性化に取り組んでいます。しかし、
2016 年 4 月に発生した熊本地震により、阿
蘇に訪れる人は激減しました。この経験を踏
まえ、震災の語り部の育成や、年々増加する外
国人に対応するためのガイドスキルアップ活動
など、国立公園満喫プロジェクトと連携しなが
ら世界水準の環境づくりに取り組んでいます。

　２月２１日（水）、環境省（東京）にて、環境省
主催のエコツーリズム大賞の表彰式が行われ
ました。この賞は、地域固有の魅力を観光客に
伝えることにより地域社会そのものの活性化
を図ることを目的とし、エコツーリズムを実
践する地域や事業者の優れた取り組みを表彰
するもので、今回阿蘇ジオパーク推進協議会
が 50 件の応募の中から大賞に次ぐ「優秀賞」
を受賞しました。

阿蘇ジオパークは何が評価されたの？　

　阿蘇ジオパークでは、阿蘇神社内の施設を
ガイドステーションとして、来訪者とガイド
の交流の場として活用しており、熊本地震の
遺構をめぐるツアーを通して、地震被害への
理解を深める取組みを行っています。また、大
学と連携し、災害記録画像のデータベースを
つくり、ガイド活動や広報素材として活用す
るなど、研究機関と連携した保全と活用の仕
組みが評価されました。

笹川環境大臣政務官から表彰を受ける佐藤会長

　今回の受賞を励みに、阿蘇の稀少な資源の価値を再認識し、より一層のジオパーク活動の推進によ
り地域社会の活性化に貢献していきたいと思います。
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Aso Medical Center

地域医療！

蘇 医 療 セ
阿 通

ン タ ー
信阿蘇医療センター

〶 869-2225 阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273

#30

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、毎
月
第
２
木
曜
日
に

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
内
で
阿
蘇
が
ん
サ
ロ
ン

「
笑
が
お
」（
え
が
お
）を
開
設
し
ま
す
。

　

が
ん
サ
ロ
ン
は
、参
加
者
が
語
ら
い
の
場
を

持
ち
、情
報
交
換
す
る
な
ど
、と
も
に
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
場
所
で
す
。

　

ま
た
、サ
ロ
ン
の
な
か
で
ミ
ニ
講
座
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

必
ず
毎
月
参
加
す
る
必
要
は
な
く
、そ
の

月
々
で
都
合
が
良
い
と
き
に
患
者
様
や
ご
家

族
、支
援
者
な
ど
が
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
が
ん
サ
ロ
ン「
笑え

が
お
」 

の
開
設

【と　き】　�毎月第２木曜日（4月は 12日です。）
　　　　　午後 1時 30分～午後 3時 30分まで
【場　所】　阿蘇医療センター講堂
【対象者】　患者様・ご家族、その他支援者
【参加費】　200 円
【問い合わせ】阿蘇医療センター地域連携室　担当：阿南
　　　　　　��☎ 34-0311　Ⓕ 34-0463

阿
蘇
が
ん
サ
ロ
ン

  

笑え

が
お

　3月 1日（木）、試みとして第 1回目のがんサロンを開催しました。
　参加者は 6名で、自身の体験談やサロンの運営について話し合い、サロン名
「笑がお」もこの時みんなで考えました。次回以降は以下の要領で開催されます。

※
４
月
か
ら
の
診
療
体
制
は
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。診
療
科
ご
と
の
診
察
日
は
お
電
話（
☎
３
４
・
０
３
１
１
）い
た
だ
く
か
、阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

～がんサロンとは～
　○仲間で安らぐための空間
　○がん患者様同志の情報交換や親睦を図る場所
　○対話を通して安心したり勇気づけられたりする場所
　○ミニ講座による学習の場所
　　4月 12日（木）は「がん相談支援センターってどういうところ？」
　　　講師：熊本大学医学部附属病院　がん看護専門看護師　安達�美樹氏

ひとりで
悩まないで
仲間と語りませんか？

広
告

塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）
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Aso Library News図書館へ行こう！
問阿蘇図書館 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916 http://www.aso-lib.jp/

広
告

●阿蘇・一の宮地区（4月 6日金・5 月 11 日金）

西役犬原公民館　　  9:40 ～ 10:00
　　▼

竹原公民館　　　　10:10 ～ 10:30
　　▼

坊中公民館前　　　10:40 ～ 11:00
　　▼

佐伯商会前 ( 坊中）11:05 ～ 11:15
　　▼

赤水駅前　　　　　11:30 ～ 11:50
　　▼

宮本酒店前 ( 車帰 ) 12:00 ～ 12:20
　　▼

坂梨公民館　　　　14:20 ～ 14:40
　　▼

古城公民館　　　　14:50 ～ 15:10

波野保健福祉センター　11:40 ～ 12:00

library informationお 知 ら せ

bookmobile移動図書館

●波野地区（4月 10日火・5 月 8日火）

おはなしアップルのおはなし会
●と　き　4 月 28 日土 　午後２時から
●ところ　阿蘇図書館おはなしコーナー

新 刊 案 内 just published

※ 天候や道路状況により巡回を中止することもあります
のでご了承ください。

浅田次郎、ヒガアロハ、高畑勲
…。各界のパンダファン＆歴代
の飼育担当者による、パンダを
知り、愉しむエッセイ２２篇を
収録する。シャンシャン出産秘
話を語った黒柳徹子×土居利
光×廣田敦司の座談会も掲載。

『読むパンダ』

黒柳 徹子／選
日本ペンクラブ／編

（白水社）

海辺に捨てられた子猫は、かにと
一緒に、釣り糸が羽根にからまっ
ていたかもめを助けました。鳥の
ように空を飛びたいと思っていた
子猫は、海に落ちてしまい…。子猫
が成長していく姿を描いたお話。
夢をもつ大切さを伝える絵本。

『うみべのこねこ』

宇野 克彦／作
西川 おさむ／絵

（ひさかたチャイルド）

それぞれが自分の中に生き続
ける力を持っている―。人生を
豊かに生きる方法を綴った選
りすぐりのエッセイにイラス
トをそえる。ＮＨＫ、Ｅテレの
番組「ヨーコさんの言葉」書籍
化第４弾。

『ヨーコさんの言葉�ふっふっふ』

佐野 洋子／著
（講談社）

仙台市の福祉保健事務所課
長・三雲が拘束状態の餓死死
体で発見。三雲は人格者とし
て知られ、怨恨が理由とは考
えにくい。捜査は暗礁に乗り
上げる。死体発見から遡るこ
と数日、模範囚が出所し…。

『護られなかった者たちへ』

中山 七里／著
（ＮＨＫ出版）



のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●４月１１日㊌　散歩に行こう
●４月２０日㊎　波野保育園の遠足に参加しよう
●４月２５日㊌　作って遊ぼう（ こいのぼり・兜）誕生会・計測日
●５月　２日㊌　お外で遊ぼう
すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●４月　３日㊋　みんなで遊ぼう
●４月　５日㊍　親子でふれあい遊び
●４月１０日㊋　砂場で遊ぼう
●４月１２日㊍　散歩へ行こう
●４月１７日㊋　折り紙で遊ぼう
●４月１９日㊍　おやつ作り
●４月２４日㊋　誕生会・計測日
●４月２６日㊍　園庭で遊ぼう５
●５月　１日㊋　バルーンアートで遊ぼう
ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●４月　４日㊌　みんなで遊ぼう
●４月１１日㊌　計測日・親子ふれあい体操・体験試食会
●４月１８日㊌　誕生会・体験試食会
●４月２３日㊊　いちご狩りに行こう
●４月２5 日㊌　作って遊ぼう（こいのぼり）
さくらんぼ広場 ( あそひかり幼稚園内 ☎ 22-0089）
●４月１３日㊎　お外で遊ぼう
●４月２３日㊊　お散歩に行こう
●４月２５日㊌　お誕生会に参加しよう
Ｙっ子広場 ( 熊本 YMCA 黒川保育園内 ☎ 34-0402）
●４月１１日㊌　お散歩に行こう
●４月２５日㊌　親子ふれあい遊び
ポッポ広場 ( 阿蘇中央幼稚園内「南教室」 ☎ 32-3643）
●４月　９日㊊　おともだちになろう！～自己紹介～
●４月１６日㊊　おさんぽに行こう！
●４月２３日㊊　ハンドメイドデー（限定３組）
さぽさぽ広場 ( 古城保育園内 ☎ 22-0380）
●４月２８日㊏　花まつり
※ 天候や講師の都合により日程が変更する場合があ

ります。あらかじめご了承ください。
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相 談

●４月　３日㊋　７～８カ月児健診　H29.8 生
●４月１０日㊋　４カ月児健診　H29.11.16 ～ 12.15 生
　　　　　　　　　　もうすぐ１歳健診　H29.5 生
●４月１７日㊋　３歳児健診　H26.9 生
●４月２４日㊋　１歳６カ月児健診　H28.8 生

●４月　８日㊐　市原胃腸科外科　　☎ 34-1211
●４月１５日㊐　一の宮整形外科　　☎ 22-3911
●４月２２日㊐　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●４月２９日㊐　脇胃腸科　　　　　☎ 32-2500
●４月３０日㊊　坂梨ハートクリニック☎ 24-6262
●５月　３日㊍　たくもと小児科クリニック☎ 34-2202

在宅医

健 診

心配ごと相談
● 4 月 5 日㊍・4 月 19 日㊍ 9:30 ～ 12:00 阿蘇保健福祉センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
法律相談（消費問題・不動産・土地建物などに関すること）
● 4 月 5 日㊍ 9:30 ～ 12:00 阿蘇保健福祉センター
 問　阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
登記相談（売買・贈与・相続など）
● 4 月 19 日㊍ 10:30 ～ 15:00 阿蘇市役所 2 階会議室
 問　熊本地方法務局阿蘇大津支局 ☎ 096-293-2272
年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 4 月 2 日㊊・１6 日㊊ 一の宮保健センター
● 4 月 9 日㊊・23 日㊊ 農村環境改善センター ( 内牧）
※時間はいずれも 10:00 ～ 15:00 
 問　熊本東年金事務所 ☎ 096-367-2503
消費生活相談
● 4 月 4 日㊌・ 18 日㊌・５月２日㊌ 10:00 ～ 15:00 内牧支所
 問阿蘇市生活相談センター ☎ 22-3364
認知症カフェ（相談や悩みを語り合える憩いの場）
● 4 月 10 日㊋ 10:00 ～ 13:00 池尻団地横集会所
● 4 月 11 日㊌ 10:00 ～ 13:00 阿蘇保健福祉センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
障がい者相談（就業・生活）
● 4 月 17 日㊋ 10:00 ～ 12:00 阿蘇市役所 2 階会議室
 問市役所福祉課 ☎ 22-3167
あそ若者就労相談会
●４月９日㊊・２３日㊊ 13:00 ～ 16:00 ハローワーク阿蘇
 問たまな若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ ☎ 0968-74-0007

子育て

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

※診療時間 : 午前 9 時～午後 5 時
※受診の際は必ず保険証をご持参ください。

要予約

要予約

要予約

く ら し カ レ ン ダ ー＆お 慶 び ご 寄 付

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

予

予

要予約

予

要予約

献 血

●４月１７日㊋　阿蘇市役所　9：45 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　13：15 ～ 16：00

要予約



  夫　　　・　　　妻　　　　　（行政区）

結 婚
米 寿

森本 竹子
橋本 敏子
鳴川 ミ子
今村 璋子
山部 ハル子
佐藤 トヨ子
佐藤 三郎
江藤 浪人
岩下 ケイ子
境 利三郎
坂梨 義照
本田 藤夫
甲斐 睦子
笹原 千鶴子
黒川 忠也
内牧 光信
渡邉 ツタ子

(町2区)
(北2区)
(西2区)
(西3区)
( 塩 塚 )
( 桜 町 )
( 桜 町 )
(古城1区)
(古城5の2区)
(古城6区)
(古城7区)
(西井手)
(西下原)
( 片 隅 )
(内牧2区)
(内牧2区)
(内牧2区)

森 延子
中村 之津子
本田 美志子
渡邉 光義
西村 フサ子
増永 ミヨカ
下城 セツ
赤星 春行
後藤 アイ子
成田 安人
成田 スミ子
坂梨 守男
小野 ナミ子
森 美智子
佐藤 ミネ子
嶋田 角郎
今村 シマヱ

(内牧3区)
(内牧5区)
(内牧5区)
(内牧5区)
( 成 川 )
( 小 里 )
(西湯浦)
(西湯浦)
( 小 倉 )
( 小 倉 )
( 小 倉 )
( 今 町 )
(小野田町)
( 道 尻 )
( 竹 原 )
( 坊 中 )
(元黒川)

氏名　　　(行政区) 氏名　　　 (行政区)

寄 付
【阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）】

寄付者
山田 美保
山口 すみ子
江藤 弘満
江藤 龍二
森　タカ子
小野 ヒサ子
志賀 秀幸
草尾 惟直
甲斐 信吾
岩下 ヨシ子

（行政区）
(北2区)
(分1区)
( 神 石 )
( 小 里 )
( 深 葉 )
(小野田町)
(南黒川)
(狩尾2区)
( 立 塚 )
( 中 道 )

物故者
森本 ハス子
誠明
カツコ
秋治
敏秋
美實
秀喜
田鶴子
シズエ
政命

続柄
亡母
亡夫
亡母
亡父
亡夫
亡夫
亡父
亡妻
亡母
亡夫

（昭和 5 年 3 月生まれ）

（2 月 28 日受付分まで）

（2 月 28 日受付分まで）

（2 月 28 日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ  (行政区)

梅田 萩
し ゅ な

梛ちゃん

柴田 彩
い ろ は

帆ちゃん

児玉 彩
あ や か

華ちゃん

瀬上 結
ゆ ら

良ちゃん

轟木 紬
つむぎ

ちゃん

瀬戸口 譲
じょうじ

二くん

村上 凜
り ん か

華ちゃん

青木 大
や ま と

和くん

石田 楓
い ろ は

葉ちゃん

1月26日
2 月 6 日
2 月 7 日
2 月 7 日
2月12日
2月15日
2月16日
2月18日
2月20日

(分1区)
(西湯浦)
(北2区)
( 竹 原 )
(東3区)
(内牧3区)
(東3区)
( 舞 谷 )
( 乙 姫 )

良 太
優

陽 介
泰 斗
竜 治
直 輝
亮 介

隆
拓 也

・
・
・
・
・
・
・
・
・

沙 希
彩 弥
千 春

南
志 保
香 織

愛
美 和
千 尋
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（2018 年 2 月 28 日時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 26,679 人 12,616 人 14,063 人 11,394 世
帯

前月比 53 人 減 27 人 減 26 人 減 15 世帯 減

出生 死亡 転入 転出

10 人 37 人 47 人 78 人

人の動き

※ 本ページ内の氏名は敬称を省略させていただいています。また、各情報は希望者のみ掲載しています。

（2/1 ～ 2/28）

髙木 文則
市原 伸太郎
阿蘇品 将太
江頭 拓哉
佐藤 健介

・
・
・
・
・

園田 清香
鎌倉 亜弥
平山 貴美子
松岡 美来
緒方 博子

(東仲町)
(古城1区)
(古城3の1区)
(内牧2区)
(狩尾2区)

赤ちゃん

氏名　　　(行政区) 氏名　　　 (行政区)
田島 ムネ子
立石 一年
河田 ハル子
種子野 久光
豊田 瀧男
宮川 幸

後藤 義行
志賀 安男
志賀 ケサヨ
市原 宗隆
井野 ユリ子

(元黒川)
(下西黒川)
(黒川千丁)
( 枳 )
( 枳 )
( 的 石 )

(赤仁田)
( 小 園 )
( 立 塚 )
( 遊 雀 )
( 滝 水 )

広
告
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１７３名が新入学

故郷で働く
Work at hometown

阿 蘇 市 商 工 会 青 年 部 リ レ ー イ ン タ ビ ュ ー

今 村  太
㈲ あ そ 外 輪 園

Profile

1987 年 4月生まれ、30歳。西湯浦出身。阿蘇
高校を卒業後、5年間製造業を経験。その後
家業を継ぐべく造園業の 2代目として両親と
共に働き現在 5年目を迎える。

Work  10

―�

こ
の
仕
事
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

　

高
校
卒
業
後
、製
造
業
の
仕
事
に
就

き
ま
し
た
が
、仕
事
の
達
成
感
に
疑
問

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。父
が
始
め
た
造

園
業
に
幼
い
こ
ろ
か
ら
興
味
が
あ
っ
た

の
で
、両
親
を
支
え
た
い
と
い
う
思
い

と
自
分
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
か
ら
家
業
で
あ
る
㈲
あ
そ
外

輪
園
に
就
職
し
ま
し
た
。

―�

仕
事
の
や
り
が
い
や
む
ず
か
し
さ

　

庭
を
造
る
う
え
で
お
客
さ
ん
と
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、自
分
の
技
術
を
使
っ
て
お
客
さ
ん

の
希
望
に
近
づ
け
る
と
こ
ろ
が
む
ず
か

し
さ
で
あ
り
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。庭

が
き
れ
い
に
な
っ
た
後
の
お
客
さ
ん
の

笑
顔
や
感
謝
を
伝
え
ら
れ
た
と
き
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

―�

商
工
会
青
年
部
に
つ
い
て

　

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
る
２
代
目
・

３
代
目
の
話
を
聞
き
た
い
と
思
い
商
工

会
青
年
部
に
加
入
し
ま
し
た
。他
業
種
の

先
輩
た
ち
に
仕
事
の
悩
み
を
相
談
で
き
る

こ
と
も
あ
り
、加
入
し
て
よ
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
研
修
委
員
と
し
て
研
修
の
企

画
、外
部
か
ら
の
視
察
受
け
入
れ
な
ど

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。研
修
で
は
、他
地

域
の
良
い
と
こ
ろ
や
悪
い
と
こ
ろ
を

持
っ
て
帰
り
自
分
の
組
織
を
よ
り
発
展

さ
せ
る
の
が
仕
事
で
す
。

　―�

阿
蘇
で
仕
事
を
す
る
魅
力
と
仕
事
を

始
め
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

自
然
の
中
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
、

地
元
の
人
の
ぬ
く
も
り
や
元
気
に
魅
力

を
感
じ
ま
す
。今
後
は
い
ろ
ん
な
地
域

で
花
や
緑
を
感
じ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
増
や

し
、植
木
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
や
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
す
る

人
は
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
は
勇
気
を

も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

―�

今
村
さ
ん
に
と
っ
て
仕
事
と
は

　
「
思
い
や
り
」で
す
。人
を
思
い
や
る
こ

と
で
相
手
か
ら
の
言
葉
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。モ
ノ
も
思
い
や
る
こ
と
で
大
切
に

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。日
頃
か
ら
い
ろ

ん
な
事
に
対
し
、思
い
や
り
を
持
っ
た
行

動
を
心
が
け
て
仕
事
に
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
ご
と
に
も
思
い
や
り
を
心
が
け
て
―

Work at homeTown

木の剪定をする今村さん。後ろ
の景色が見えるよう枝を抜い
て光を透かすことで庭の見え
方が変わる。

ふ
る

さ

と

～青年部イメージアップ大作戦！～　地域の皆さまから『　　いいね！』と言われる青年部を目指して！

WebTV アソ
動 画



　　

41 広報あそ 2018.4

材 料（4 人分） 
●青高菜漬け…80g　　  ●豚薄切り肉…80g　
●茹でタケノコ…60g
●だし汁（昆布だし、かつおだし）…4 カップ
　●酒…大さじ 1　●塩…少々
　●薄口しょうゆ…大さじ 1 弱
●ショウガ…1 かけ　●ごま油…大さじ 1
●紅ショウガ…適量

食生活改善推進員協議会
地

産 地 消

C ooking!

問一の宮保健センター ☎ 22-5088

作 り 方 
❶�高菜漬けは洗って、３ｃｍ位に切っておく。
 ❷�豚肉は千切り、タケノコ、ショウガも千切りにする。
❸�鍋にごま油をなじませ、豚肉、タケノコ、ショウガを炒める。
❹ だし汁を入れて煮立ったら　 で調味する。
　（高菜漬けが入るので調味料は味をみながら入れる）
❺�最後に青高菜を入れ、器に盛ったらお好みで紅ショウガをの

せる。

青高菜漬けと豚肉のスープ

器提供：桜こころ窯

食改員から一言

青高菜は最後に入れると、色が変わらずきれい
です。
おだしからとることで塩分を控えめにできますね。

フレッシュマン

Ａ

WebTV アソ
動 画

㈱スズキ自販熊本 アリーナ阿蘇 勤務

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！

フレッシュマン
さわやか

山本 琢
た く ま

磨さん（25 歳） 住所 : 乙姫

一言コメント　�お客様のカーライフをサポートできるようスタッフ一丸となって頑張っています。新型車も続々
と発表されています。車の事でお困りの場合や近くを通った際にはお気軽にご来店ください。

WebTV アソ
動 画

Ａ

阿蘇市で働く元気なフレッシュマンを募集しています！自薦他薦は問いません。
[ 対象 ] ①阿蘇市民 ②阿蘇市内で働く人 ③仕事を始めて５年以内 ④おおむね 30 歳未満の男女
[ 問い合わせ ] 総務課秘書広報係 ☎ 22-3111 （メール）pr@city.aso.lg.jp

特技　貯金・貯蓄　　　趣味　投資・ドライブ
好きな言葉　時は金なり
好きな人のタイプ　意外性のある女性
阿蘇の好きなところ　
�阿蘇の人は老若男女問わず親しくなれて話しかけやすい
仕事の内容　点検、車検整備、一般整備
仕事で日頃から心がけていること
安心安全に乗っていただくため、ミスが無いよう気を付ける
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阿蘇市ホームページ
http://www.city.aso.kumamoto.jp/

阿蘇フォト on Instagram
インスタグラム

1

インスタグラムを
インストール
してください。

3

阿蘇市に関連する
写真を投稿
してください。

▶

4

コメント欄に
「#my_aso」と

入力。
▶

※ アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。

2

阿蘇市のアカウント
「@asostagram」を
フォロー。

▶

阿蘇市インスタグラム
https://www.instagram.com/asostagram/

阿蘇市フェイスブック
https://www.facebook.com/asocity/

#my_aso でタグ付けされた選りすぐりの写真をご紹介！

♥�@benkichi42

♥�moco.to.moko

♥�@miki_pom_insta

♥�@tamotsu0426 ♥�@t_kaaa_sack

♥�@mutsu3412

阿蘇の写真は「#my_aso」でご投稿ください

●第 8 回阿蘇市公式インスタグラムフォトコンテスト好評開催中！
　[テーマ ]　阿蘇の伝統　　[募集期間 ]　4月 30日㈪まで
　[応募方法 ]　①「@asostagram」をフォロー ②「#my_aso_tradition」をキャプションに入力
　[入賞賞品 ]　阿蘇の天然馬油セット

賞品提供・協力：ASOMO（阿蘇テレワークセンター）☎ 23-6061

ルールを守って撮影しましょう。立入禁止区域に入らないで！


